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海外で好評の英文誌
電
「

零

鯉

反鍼
肖
鯰檜

第2号発行
鰺

海外委員会 中村 保

貴重な写真・地図 0ルート図が豊富に掲載されている

日
本
山
岳
会
の
海
外
向
け
の
英
文
誌

『ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ア
ル
パ
イ
ン

・
ニ

ュ
ー
ズ
』
第
２
号
が
、
４
月
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
１０
月
の
創
刊
号
に
対
す
る
反
応

は
概
ね
好
評
で
す
。
初
の
日
本
発
の
山

岳
情
報
誌
で
す
の
で
、
反
響
に
懸
念
も

し
ま
し
た
が
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
は
当
然
と
し

て
、
と
り
わ
け
英
語
圏
の
国
々
か
ら
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
国
山
岳

会
、
英
国
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
財
団
、
ア
メ

リ
カ
山
岳
会
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山

岳
会
、
ス
ペ
イ
ン
の
山
岳
団
体
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
著
名
な
登
山
家
、
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
の
ウ
オ
ツ
シ
ュ
バ
ン
、

ク
リ
ン
チ
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ー
テ
イ
マ
ー
、

英
国
の
ル
ー
ベ
ン
ス
や
グ
リ
フ
ィ
ン
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ナ
ン
カ
ビ
ス
、

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
遠
征
情
報
担
当
役
員
、
英

国
山
岳
会
図
書
館
の
責
任
者
等
の
諸
氏

か
ら
も
、
励
み
に
な
る
便
り
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
海
外
か
　
Ｄ

ら
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
取
り
入
れ
、
内
　
＜

容
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
欧
米
偏

重
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の

国
々
へ
の
発
信
に
も
、
よ
り
関
心
を
払

い
ま
す
。

第
２
号
は
本
体
と
サ
プ
レ
メ
ン
タ
リ

ー

・
ペ
ー
パ
ー
の
２
分
冊
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
５
サ
イ
ズ

ｏ
４８
ペ
ー

ジ
の
構
成
で
す
。

世
界
の
約
１
１
０
の
山
岳
団
体
と
、

３
０
０
人
を
超
え
る
登
山
家
（山
岳
誌

編
集
者
を
含
む
）
に
送
付
し
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
内
容
の
概
略
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
本
体

（Ｂ
５
サ
イ
ズ
　
４８

ペ
ー
ジ
　
地
図
１
１５
　
ル
ー
ト
図
１
３

写
真
―
カ
ラ
１
ｌ

ｏ
モ
ノ
ク
ロ
２１
）

●
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁

・
２
０
０
１
冬
期
登

攀
、
２
０
０
３
年
冬
に
再
挑
戦

（Ｊ
Ａ

Ｃ
東
海
支
部
）
　

　

　

　

田
辺
　
治

●
ア
フ
ガ
ン

・
パ
ミ
ー
ル
ヘ
の
旅
、
禁

断
の
ワ
ハ
ン
回
廊
を
行
く
　
平
位
　
剛

●
ク
ー
ラ

・
カ
ン
リ
中
央
峰

・
東
峰
初

登
と
プ

マ
・
ユ
ム

コ
湖
調
査

（東
海

大

・
チ
ベ
ッ
ト
大
）
　

出
利
葉
義
次

●
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
ヘ
、
未
踏
の

東
チ
ベ
ッ
ト
念
青
唐
古
拉
山
脈
東
部
を

探
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
保

●
ヤ
ン
ラ

・
カ
ン
リ
未
踏
の
北
面
に
挑

む
、
チ
ベ
ツ
ト
側
か
ら
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・

ヒ
マ
ー
ル
ヘ
　
　
　
　
　
　
山
森
欣

一

●
ミ
ヤ
ン
マ
ー
北
部
カ
チ
ン
州
上
蝶
採

集
紀
行
１
９
９
８
～
２
０
０
１渡

辺
康
之

●
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
＆
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ

ョ
ン中

国

・
昆
命
山
脈
西
部
、
セ
リ
ク

・

グ
ラ
ム

・
ム
ス
タ
ー
グ
初
登
頂大

西
　
浩

中
国

・
横
断
山
脈
、
四
川
省
西
部
―

シ
ヤ
ン
グ
リ
ラ
の
花
商
岩
の
岩
峰
登
攀

大
内
尚
樹

日
本
ア
ル
プ

ス
か
ら
冬
の
ア
ラ
ス

力

・
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
ヘ
ー
若
者
の
単
独

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
秋
正
寿

山
野
井

・
ク
ル
テ
イ
カ
ー
カ
ラ
コ
ラ

ム
の
ビ
ア
チ
ェ
ラ
ヒ
中
央
峰
に
新
ル
ー

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
保

知
ら
れ
ざ
る
ブ
ー
タ
ン

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

テ
リ

・
カ
ン
山
域
探
査

（千
葉
大
）

吉
永
英
明

●
メ
コ
ン
川
水
源

（中
国
青
海
省
）
の

確
定
、
地
理
上
の
最
後
の
謎
が
明
ら
か

に
　
　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー

・
ウ
イ
ン

●
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
デ
ー
タ

ｏ
フ

ア
イ
ル
２
０
０
１

ヒ
マ
ラ
ヤ
ー
日
本

隊
の
活
動
記
録
　
　
　
　
　
山
森
欣

一

●
日
本
人
の
中
国
登
山
２０
年
、
１
９

７
９
～
２
０
０
０
　
　
　
　
児
玉
　
茂

Ｓ

Ｕ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｅ

Ｍ

Ｅ

Ｎ

丁

Ａ

Ｒ

Ｙ

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
　
分
冊

（Ｂ
５
サ
イ
ズ

４８
ペ
ー
ジ
　
カ
ラ
ー
地
図
１
３
　
写
真

―
カ
ラ
１
２８

ｏ
モ
ノ
ク
ロ
４
）

近
年
西
ネ
パ
ー
ル
の
未
踏
地
域
の
探

査
に
精
力
的
に
取
組
ん
で
こ
ら
れ
た
大

阪
山
の
会
の
大
西
保

・
吉
永
定
雄
両
氏

の
リ
ポ
ー
ト
で
す
。
添
付
の
地
図
ム
ス

タ
ン
は
最
新
の
情
報
を
も
と
に
描
か
れ

た
、
大
変
価
値
あ
る
労
作
で
す
。
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
僧
院
の
文
化
遺
産
や
古
代
の

仏
教
遺
跡
の
紹
介
な
ど
も
貴
重
な
記
録

で
す
。

●
色
刷
り
地
図

・
西
ネ
パ
ー
ル
の
新
し

い
地
形
図

「〓
Ｃ
∽
弓
＞
一Ｚ
の
」

大
西
　
保

●
ム
ス
タ
ン
探
検
史
、
１
８
６
５
年
か

ら
の
１
０
０
年
　
　
　
　
　
大
西
　
保

●
ム
ス
タ
ン
北
西
部
の
探
査
と
未
踏
峰

の
初
登
頂
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
保

●
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
上
流
部
の
僧
院
を
訪

ね
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永
定
雄

こ
の
ア
ル
パ
イ
ン

・
ニ
ュ
ー
ズ
は
海

外
向
け
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
す
の
で
、
日

本
山
岳
会
会
員
の
皆
様
に
は
配
布
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
希
望
の
方
に
は
有
料
で

お
分
け
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
部
数

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

本
体
…
…
１
部
　
１
０
０
０
円

（送
料
込
）
２
０
０
部
限
定

分
冊
…
…
１
部
　
１
０
０
０
円

（送
料
込
）
５０
部
限
定

＊
購
読
ご
希
望
の
方
は
、
日
本
山
岳
会

事
務
局
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

攀
今
年
も
「さ
ん
け
ん
」
へ
ど
う
ぞ
暴

今
年
の
上
高
地
は
、
４
月
２７
日
に

開
山
祭
を
行
い
、
山
研
も
同
時
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

山
研
は
会
員
の
皆
様
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
す
。
支
部

・
委
員
会

・
同
好

会
な
ど
の
親
睦
、
新
入
会
員
の
仲
間

作
り
の
場
や
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し

て
内
外
の
他
団
体
と
の
交
流
な
ど
、

宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。資

料
室
は
山
岳
会
の
常
設
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
と
し
て
、
会
の
歴
史
を
展

示
し
た
り
、
研
究
の
発
表

ｏ
講
習
会

な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
支
部
や
同

好
会
単
位
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山
研
で
は
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

●
６
月
１
日

「新
入
会
員
を
対
象
と
し
た
徳
本

峠
越
え
と
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
」
（申
し
込

み
は
前
号
参
照
）

●
９
月
１５

ｏ
ｌ６
日

「プ
チ

・
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

（昨
年
同
様
チ

ロ
ル
音
楽
と

ヨ
ー
デ

ル
の
夕
べ
）

●
１０
月
１９

ｏ
２０
日

「紅
葉
の
安
房
峠
よ
り
焼
岳
越
え
」

６
月
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
以
降
、
利

用
者
は
比
較
的
少
な
く
な
り
、
静
か

な
新
緑
の
上
高
地
が
楽
し
め
ま
す
。

学
校
も
週
休
２
日
の
時
代
、
ご
家

族
や
お
仲
間
と
山
研

へ
ど
う
ぞ
―

（配
偶
者
は
会
員
と
同
利
用
料
、
小
学

生
以
下
は
半
額
で
す
）

(2)
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第
３３
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

ー
月
３１
日
、
日
本
山
岳
会
の
集
会
室

は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
盛
況
。
『山
麓

亭
百
話
』
（上
中
下
巻
）
が
完
結
し
た
の

を
機
に
、
山
の
本
に
、
低
山
歩
き
に
、

と
独
自
の
山
の
世
界
を
展
開
し
、
柔
ら

か
い
筆
致
の
な
か
に
鋭
い
指
摘
が
ひ
そ

む
エ
ツ
セ
イ
に
フ
ァ
ン
の
多
い
著
者
、

横
山
厚
夫
さ
ん
を
迎
え
て
、
豊
富
な
山

歩
き
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
題
を
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
報
告
の
前
に

『山
麓
亭
百
話
』
を
少
し
紹
介
し
た
い
。

上
巻
が
出
た
の
が
１
９
９
９
年
８
月

中
巻
は
２
０
０
０
年
７
月
、
下
巻
２
０

０
１
年
Ｈ
月
（各
１
４
０
０
円
、
白
山

書
房
刊
）
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
出
版
ぶ
り

で
、
山
に
関
す
る
合
計
１
０
０
の
話
題

が
内
容
も
濃
く
ぎ

っ
し
り
と
つ
ま

っ
て

い
る
。

山
岳
図
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
映

画
や
ビ
デ
オ
、
写
真
や
カ
メ
ラ
か
ら
、

各
巻
の
表
紙
を
飾
る
切
手
に
ま

つ
わ
る

話
、
も
ち
ろ
ん
山
を
き

っ
か
け
と
し
た

人
と
の
交
流
も
語
ら
れ
る
。
横
山
節
と

も
言
う
べ
き
軽
妙
洒
脱
な
文
体
で
、
私

た
ち
を
も
う
ひ
と
つ
の
山
の
世
界

へ
い

ざ
な

っ
て
く
れ
る
と
い
う
仕
組
み
の
本

で
あ
る
。
そ
し
て
１
話
終
わ
る
ご
と
に
、

そ
の
話
題
に
関
係
す
る
図
書
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
が
、
ま
た
横
山
さ
ん
な
ら

で
は
の
心
憎
い
構
成
だ
。

当
日
は
こ
れ
ら
の
本
の
内
容
を
め
ぐ

っ
て
、
あ
る
い
は
若
か
り
し
日
の
横
山

さ
ん
の
山
歩
き
に
つ
い
て
、
図
書
担
当

理
事
の
宮
下
啓
三
さ
ん
の
質
問
に
答
え

る
と
い
う
形
で
話
が
弾
ん
だ
。
ま
た
多

く
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
も
の
に
さ
れ
て

話題豊富な横山厚夫氏

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
方
面
へ
も

話
が
広
が
り
、
現
代
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
考

に
ま
で
進
展
し
た
の
は
、
む
べ
な
る
か

な
で
あ
る
。

深
田
久
弥
氏
と
親
し
く
接
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
深
田
さ
ん
愛
用
の
カ

メ
ラ
に
ま
つ
わ
る
新
し
い
話
題
が
で
て
、

い
ず
れ
こ
れ
ら
も
ま
た
横
山
さ
ん
の
独

特
の
文
章
で
語
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
と

期
待
す
る
。

話
題
は
最
近
矢
継
ぎ
早
に
出
版
さ
れ

た
、
山
口
耀
久
著

『定
本
北
八
紡
径
』

『八
ケ
岳
挽
歌
』
（共
に
平
凡
社
）
に
ま

で
及
ん
だ
。
図
書
委
員
会
で
は

「山
岳

史
懇
談
会
」
に
山
口
さ
ん
を
お
招
き
す

る
予
定
が
あ
り
、
次
に
は
ど
ん
な
話
が

聞
け
る
か
と
、　
一
同
、
期
待
し
き
り
だ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（泉
　
久
恵
）

三
頭
山
自
然
観
察
会

３
月
３１
日
０
９
時
、
参
加
者
２２
名
は

八
王
子
駅
南
口
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ

ス
で
出
発
。

三
頭
山
は
江
戸
時
代
か
ら

「お
止
め

山
」
と
し
て
伐
採
を
免
れ
て
き
た
ブ
ナ

の
原
生
林
が
残
さ
れ
、
東
京
都
で
は
数

少
な
い
ブ
ナ
の
成
育
地
で
あ
る
。
南
東

の
中
腹
は

「都
民
の
森
」
と
し
て
整
備

さ
れ
、
誰
で
も
簡
単
に
山
頂
を
踏
め
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

一
行
は
本
材
チ
ッ
プ
が
敷
き
つ
め
て

あ
る
遊
歩
道
を
、
野
鳥
の
声
を
聞
き
な

が
ら
登
り
始
め
る
。
巨
本
の
ト
チ
ノ
キ

が
目
に
留
ま
る
。
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
ン
、

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ハ
シ
リ
ド
コ
コ
、
ヤ

マ
ネ
コ
ノ
メ
が
咲
い
て
い
る
。
三
頭
大

滝
で
ひ
と
休
み
。
今
年
は
桜
の
開
花
が

早
く
、
都
心
で
は
す
で
に
葉
桜
だ
が
、

こ
こ
は
ま
だ
木
々
の
芽
も
固
い
。

ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ツ
ラ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ

な
ど
湿
り
気
を
好
む
樹
木
を
見
な
が
ら

沢
筋
を
登
る
と
、
雪
が
ま
だ
残

っ
て
い

る
。
地
質
、
地
形
と
森
林
分
布
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る
。
ム
シ
カ
リ
峠
で
昼

食
。
ブ
ナ
の
巨
本
が
多
く
、
や
わ
ら
か

な
春
の
陽
射
し
が
な
ん
と
も
心
地
い
い
。

そ
こ
か
ら
ひ
と
息
で
山
頂
へ
。
記
念

写
真
を
撮
り
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ブ
ナ
、

カ
エ
デ
の
道
を
鞘
口
峠
へ
向
か
い
、　
一

気
に
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
木
材
工
芸
セ

ン
タ
ー
、
森
林
館
へ
と
下
り
る
。

１２
年
前
に
開
設
さ
れ
た
三
頭
山

「都

民
の
森
」
。
か
つ
て
の
自
然
を
知
る
人

は
ブ
ナ
林
を
壊
し
て
作

っ
た
遊
歩
道
や

施
設
を
見
て
、
や
り
さ
れ
な
い
気
持
で

こ
こ
を
歩
く
と
い
う
。
自
然
観
察
を
し

な
が
ら
、
こ
こ
で
も
山
の
自
然
保
護
の

難
し
さ
を
考
え
た
。
　

（岡
田
　
陽
子
）

(3)
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JAC
支部だより

冬
季
現
地
小
集
会

・
笠
置
山

笠
置
山
は
恵
那
市
の
北
に
位
置
す
る

秀
麗
な
姿
の
独
立
峰
で
あ
る
。
３
月
２４

日
、
冬
季
の
小
集
会
と
し
て
は
雪
が
少

な
く
、
適
当
な
山
と
し
て
選
ば
れ
た
。

午
前
９
時
恵
那
市
笠
置
町
の
姫
栗
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
広
場
に
集
合
。
新
年
の
初
登

山
に
あ
た
り
、
支
部
長
よ
り
ひ
と
言
挨

拶
、
特
別
参
加
の
地
元
の
安
田
氏
が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
、
登
山
開
始
。
最
初

は
舗
装
道
路
を
約
１
キ
ロ、
別
荘
の
あ
る

地
点
で
未
舗
装
に
な
る
。
ヒ
ノ
キ
林
の

岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
道
を
約
１
・
５
キ
ロ、
最
初
の

林
道
を
横
切
る
と
こ
ろ
に
建
つ
小
さ
な

記
帳
小
屋
へ
一
気
に
向
か
う
。

小
休
止
の
後
、
登
山
道
へ
。
び
っ
く

全国各地の支部から、独自の活動状況を

リポー トします。

り
し
た
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
杭
で
作

ら
れ
た
整
備
さ
れ
た
階
段
が
ヒ
ト
ツ
バ

タ
ゴ
の
と
こ
ろ
ま
で
あ

っ
た
こ
と
だ
。

ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
大
正
８
年
に
発
見
さ

れ
、
大
正
１２
年
に
国
の
天
然
記
念
物
の

指
定
を
受
け
た
。
６
月
ご
ろ
に
白
い
雪

を
か
ぶ

っ
た
よ
う
に
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

く
そ
う
だ
が
、
今
は
枯
れ
枝
の
よ
う
に

ひ

っ
そ
り
し
て
い
た
。

さ
ら
に
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
林
の
、
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た

道
を
進
む
。
小
さ
な
沢
を
横
切
り
登
山

道
を
行
く
と
、
再
び
林
道
に
出
た

（８

合
目
）
。
こ
の
林
道
は
左

に
進
む
と
、

キ
ヤ
ン
プ
場
や
頂
上
近
く
ま
で
行
け
る
。

こ
こ
を
横
切
り
、
さ
ら
に
進
む
と
小
さ

な
笹
原
の
道
だ
が
、
登
山
道
大
改
修
の

た
め
、
頂
上
ま
で
目
の
高
さ
の
索
道
が

右
に
左
に
張
っ
て
あ
り
、
注
意
し
て
登

る
。
樹
林
帯
が
薄
暗
く
な

っ
た
と
こ
ろ

に
最
後
の
水
場
が
あ
り
、
水
は
結
構
出

て
い
た
。
最
後
の
登
り
は
本
の
根
が
階

段
状
に
な

っ
た
急
登
、
凍
結
し
て
滑
る

と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と

樹
間
が
明
る
く
な
り
、
笠
置
山
神
社
大

権
現
の
広
い
道
。
す
ぐ
に
鳥
居
が
現
れ
、

頂
上
の
神
社
に
到
着
。

神
社
前
は
日
当
た
り
が
悪
く
、
雪
が

１０
考
く
ら
い
あ
る
た
め
、
場
所
を
移
動

し
、
恒
例
の
万
歳
と
乾
杯
で
少
し
早
い

昼
食
。
こ
こ
か
ら
の
展
望
は
望
め
な
い

が
、
５
分
く
ら
い
南
側
に
あ
る
物
見
岩

の
巨
岩
の
上
に
立
つ
と
、
恵
那
山
、
裏

木
曽
の
山
々
が

一
望
で
き
る
。
安
田
氏

の
案
内
で
回
り
、
さ
ら
に
中
野
方
面
に

は
丸
太
で
組
ん
だ
展
望
台
が
あ
り
、
御

岳
、
自
山
方
面
も
望
め
た
。
神
社
裏
の

露
岩
の
中
に

「ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、　
一
部
の

者
は
ひ
と
回
り
し
た

（ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
は

光

っ
て
い
な
か
っ
た
）
。
き
た
道
を
折

り
返
し
下
山
し
、
午
後
３
時
現
地
に
て

解
散
し
た
。

参
加
者
３１
人
。
登
り
２
時
間
２０
分
、

下
り
１
時
間
３０
分
。
　

（中
島
　
員

一
）

第
８
回
岳
人
写
真
展

・

第
１
回
山
の
絵
展

３
月
１２
日
ω
か
ら
１７
日
０
ま
で
、
第

８
回
岳
人
写
真
展

ｏ
第
１
回
山
の
絵
展

が
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
ｌ

ｏ

２
展
示
場
で
、
東
海
支
部
設
立
４０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

委
員
会
の
羽
田
栄
治
氏
お
よ
び
、
中
日

新
聞
社
、
中
部
日
本
放
送
い
の
ご
支
援

に
よ
り
、
皇
太
子
殿
下
、
橋
本
龍
太
郎

元
総
理
大
臣
、
風
見
武
秀
名
誉
会
員
に

特
別
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
中
日
新
間
に
２
日
間
連
載
さ
れ
た

こ
と
と
、
Ｆ
Ｍ
放
送

「Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
」

で
の
生
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
が
、
動
員
増

の
有
力
な
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
別
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス

・

中
国

・
国
内

ｏ
忘
れ
得
ぬ
山

・
思
い
出

の
山
麓
と
、
併
設
の

「山
の
絵
展
」
も

あ
り
、
前
回
よ
り
展
示
会
場
を
ひ
と

つ

増
や
し
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
あ
る
展
示
に
な

り
ま
し
た
。

来
場
者
の
中
に
は
、
皇
太
子
殿
下
や

橋
本
元
総
理
の
写
真
に
つ
い
て
、
本
物

で
す
か
、
と
尋
ね
た
り
、
ロ
ー
ツ
ェ
南

まだ雪の残る笠置山神社前にて

(4)

岐
阜
支
部

東
海
支
部



山 684-2002・ 5020(第三種郵便物認可)

壁
で
の
断
崖
絶
壁
の
ザ
イ
ル

・
ア
イ
ゼ

ン
さ
ば
き
な
ど
、
さ
す
が
に
山
屋
の
写

真
展
だ
な
、と
う
な
る
人
も
い
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
に
従
い
、
支
部
員

・
支

部
友
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
成

功
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
平
成

１５
年
Ｈ
～
１２
月
、
会
場
を
３
会
場
に
増

設
し
、
盛
大
な
る
第
９
回
岳
人
写
真
展

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

展
示
会
終
了
後
１８
時
よ
り
会
場
地
下

１
階

「嘉
文
」
で
、
総
勢
３２
名
が
参
加

の
納
会
で
す
。
林
実
行
委
員
長
か
ら
の

結
果
報
告
、
中
世
古
支
部
長
の
挨
拶
の

後
、
橋
村
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
盛
大
に

幕
を
開
け
ま
し
た
。
成
功
の
う
ち
に
終

わ

っ
た
写
真
展
の
作
品
の
話
題
に
花
が

咲
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
、

寺
西
副
支
部
長
の
恒
例
の
万
歳
三
唱
で

無
事
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
（林
　
芳
弘
）

夢
描
く
千
年
の
森
植
樹

◇
清
掃
登
山
と
森
づ
く
り

山
岳
景
観
に
親
じ
む
私
た
ち
は
、
自

然
が
幾
星
霜
の
時
空
を
経
て
創
造
し
た

森
林
や
渓
谷
な
ど
を
、
山
歩
き
に
よ
っ

て
多
少
と
も
傷
つ
け
て
い
る
。
そ
の
お

詫
び
と
恩
返
し
の
思
い
を
込
め
て
、
宮

崎
支
部
で
は
毎
年
、
登
山
者
の
多
い
山

の
道
筋
で
植
生
の
保
護
を
図
ろ
う
と
、

清
掃
登
山
を
行

っ
て
い
る
。

平
成
１３
年
４
月
、
宮
崎
支
部
定
例
総

会
で
規
約
の
一
部
改
正
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
消
極
的
活
動
か
ら
積
極
的
活
動

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
自
然
保
護
委

員
会
な
ど
を
設
置
し
、
委
員
会
主
導
に

よ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

同
年
８
月
に
は

「高
岡
町
水
源
の
森
」

の
下
草
刈
作
業
に
、
Ｈ
月
に
は
西
都
市

上
三
財
地
区
の

「
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル

・
Ｊ

Ａ
Ｃ
宮
崎
支
部
の
森
」
で
前
原
満
之
会

員
の
育
苗
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・
カ
シ

・

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
植
樹
を
行

っ
て
き
た
。

◇
国
際
山
岳
年
記
念
植
樹

平
成
１４
年

「２
０
０
２
年
国
際
山
岳

年
」
を
記
念
し
て
植
樹
を
計
画
し
、

「小
鳥
に
や
さ
し
い
森
づ
く
り
推
進
委

員
会
」
の
提
供
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・

カ
シ

ｏ
ク
ス
な
ど
１
０
０
０
本
を
植
樹

し
た
。

第
１
班
は
３
月
１７
日
支
部
会
員
４１
人

の
参
加
を
得
て
、
県
南
地
区
田
野
町
の

朝
陣
野

（み
や
ざ
き
百
名
山
Ｎ。
９４
）
の

山
麓

・
尾
八
重
の
山
林
に
５
０
０
本
植

樹
を
し
た
。　
３
日月
間
隔
に
ク
ス

・
タ

ブ

ｏ
カ
シ

ｏ
モ
ミ
ジ
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
群

に
分
割
し
、
掘
り
込
み
、
植
え
付
け
、

日
覆
い
の
要
領
を
学
習
し
て
作
業
開
始
。

育
苗
を
運
ぶ
者
、
植
え
床
を
掘
る
者
、

植
樹
後
の
日
覆
い
を
す
る
者
と
分
担
が

生
ま
れ
、
快
調
に
作
業
は
進
む
。
１
時

間
後
、

１０
分
の
休
憩
を
宣
言
す
る
が
、

５
分
も
す
る
と
作
業
を
開
始
す
る
な
ど

活
気
に
あ
ふ
れ
、
予
定
よ
り
早
く
１２
時

２０
分
に
植
樹
は
終
了
し
た
。

昼
食
に
は
猪
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、
大

椀
で
４
杯
た
い
ら
げ
る
者
も
い
た
。
昼

食
後
、
岡
本
真
理
子
会
員
が
携
行
し
て

き
た
キ
ー
ボ
ー
ド
の
伴
奏
で

「日
向
山

旅
賛
歌
」
「思
い
出
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」

を
合
唱
し
、
散
会
し
た
。

第
２
班
は
３
月
２１
日
の
休
日
を
利
用

し
て
県
西
部
、
野
尻
町
漆
野
原
地
区
に

支
部
会
員
２６
人
が
参
加
し
て
、
春
雨
降

る
中
で
第
１
班
同
様
に
５
０
０
本
と
前

原
会
長
が
育
苗
し
た
ク
ヌ
ギ
５０
本
の
植

樹
を
行

っ
た
。
雨
に
も
め
げ
ず
汗
を
流

す
。
昼
食
に
提
供
さ
れ
た

「そ
ば
の
ご

っ
た
煮
」
の
味
は
格
別
で
あ

っ
た
。

植
樹
後
の
数
年
は
、
こ
の
山
の
管
理

な
ど
山
と
の
関
わ
り
合
い
が
生
ま
れ
、

１
０
０
０
年
の
森
を
夢
見
て
さ
わ
や
か

な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
や

が
て
は
水
源
の
森
、
漁
民
の
森
な
ど
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
大
き
な
輸
と
な

っ

て
自
然
保
護
活
動
へ
の
意
識
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（井
野
元
　
繁
）
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登頂半世紀を迎えた
エヴェレスト

江本 嘉伸

若き日のテンジン(ナ ンダ・デヴィにて)

恒
例
と
は
い
え
、
世
界
最
高
峰
は
今
年

も
５
月
に
な

っ
て
話
題
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
隊
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン

・
ネ
イ

チ
ャ
ー
は
、
北
の
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
登
頂

後
、
北
壁
初
の
ス
キ
ー
滑
降
を
め
ざ
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ピ

ョ
ー
ト
ル

・
プ
ス
テ
ル

ニ
ク
は
１４
座
の
８
０
０
０
日川
に
王
手
を
か

け
、
そ
の
後

「３
つ
の
王
冠
」
と
名
付
け

た
挑
戦
を
表
明
し
て
い
る
。
「１４
座
」
だ
け

で
な
く
七
大
陸
そ
れ
ぞ
れ
の

「最
高
峰
」

と

「第
２
の
高
峰
」
の
頂
き
に
立

つ
と
い

う
の
で
あ
る
。

「七
大
陸
第
２
の
高
峰
」

に
つ
い
て
は
、

２３
歳
の
東
大
生
、
山
田
淳

が
話
し
た

こ
と
が
あ
る
。
Ｋ
２
を
含
め

「大
陸
で
２
番
目
に
高

い
山
を
登
る
こ
と

の
ほ
う
が
難
し
く
価
値
が
あ
る
の
で
は
」

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
山
田
は
ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
の

公
募
登
山
隊
に
参
加
し
て
、
と
り
あ
え
ず

七
大
陸
最
年
少
登
頂
を
め
ざ
し
て
い
る
。

５０
歳

に
な

っ
て
か
ら
８
０
０
０
μ川
峰

に

次
々
に
登

っ
て
い
る
渡
辺
玉
枝
（６３
）
の
女

性
最
高
齢
登
頂

へ
の
挑
戦
、
今
回
は
隊
長

と
し
て
で
は
な
く
桐
生
隊
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
頂
上
を
ね
ら
う
今
井
通
子
な
ど
、
日

本
の
ベ
テ
ラ
ン
の
チ
ヤ
レ
ン
ジ
も
目
立

っ

て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
企
画
さ
れ
る
近
年

の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
山
で
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
は

「歴
史
」
で
あ
る
。
こ
の
春
は

「ス

イ
ス
隊
５０
周
年
記
念
登
山
計
画
」
と
「英
国

隊
５０
周
年
計
画
」
が
は
ち
あ
わ
せ
を
し
た
。

１
９
５
２
年
、
春
、
秋
の
２
度
行
わ
れ

た
ス
イ
ス
隊
の
挑
戦
を
英
国
人
た
ち
は
緊

張
と
と
も
に
見
守

っ
た
。
前
年
の
５１
年
、

エ
リ
ッ
ク

・
シ
プ
ト
ン
を
隊
長
と
す
る
英

国
隊
が
は
じ
め
て
ク
ー
ン
ブ
氷
河
の
ア
イ

ス
フ
オ
ー
ル
を
突
破
す
る
新
ル
ー
ト
を
見

出
し
た
の
に
、

５２
年
の
許
可
は
ス
イ
ス
に

与
え
ら
れ
た
の
だ
。

彼
ら
は
、
ウ
エ
ス
タ
ン

・
ク
ウ
ム
か
ら

「ジ

ュ
ネ
バ
ｏ
ス
パ
ー

（ジ

ュ
ネ
ー
ブ
人
の

岩
稜
）」
と
名
付
け
た
支
尾
根
を
登

っ
て

初
め
て
サ
ウ
ス
コ
ル
に
達
し
、
５
月
２８
日

に
は
レ
イ
モ
ン

ニ
フ
ン
ベ
ー
ル
と
テ
ン
ジ

ン

ｏ
ノ
ル
ゲ
イ
の
２
人
が
頂
上
直
下
８
５

９
５
厨
の
高
所
ま
で
到
達
し
た
。
英
国
人

た
ち
は
、
さ
ぞ
は
ら
は
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

テ
ン
ジ
ン
と
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
友
情
が
深
ま

っ
た
登
攀
で
も
あ

っ
た
。

烈
風
に
悩
ま
さ
れ
た
秋
の
挑
戦
も
８
１

０
０
”川
ど
ま
り
と
な
り
、
結
果
は
翌
５３
年

の
英
国
隊
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、

ち
ょ
う
ど
半
世
紀
前
、
頂
上
直
下
２
５
０

”川
ま
で
に
追

っ
た
ス
イ
ス
人
た
ち
の
頑
張

り
を
後
世
は
評
価
す
べ
し
、
と
今
回
の
５０

周
年
登
山
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ー
ト

・
ア
サ
ン

ズ

（
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
６
回
登
頂
者
）
を
隊

長
と
し
、
ヒ
ラ
リ
ー
卿
の
子
息
で
あ
る
ピ

ー
タ
ー

・
ヒ
ラ
リ
ー

（も
う
５４
歳
だ
）
、
テ

ン
ジ
ン
の
子
ど
も
ジ
ャ
ム
リ
ン

・
ノ
ル
ゲ

イ
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

「英
国
隊
登
頂

記
念
隊
」
も
、
活
動
に
は
い
っ
た
。
こ
の

隊
は
、
来
年
５
月
２９
日
の

「正
規
の
」

エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
５０
周
年
記
念
日
に
放
映

が
間
に
合
う
よ
う
、今
回
は
テ
レ
ビ
・ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
撮
影
が
お
も
な
目
的
だ
。

ふ
た

つ
の
隊
を
結
ぶ

の
が
、
テ
ン
ジ

ン

・
ノ
ル
ゲ
イ
の
存
在
で
あ
る
。
ス
イ
ス

隊
に
は
ジ
ャ
ン

・
ト
ロ
ワ
イ
エ
ら
著
名
な

ク
ラ
イ
マ
ー
の
ほ
か
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
息

子
の
イ
ー
ブ

ニ
フ
ン
ベ
ー
ル
、
テ
ン
ジ
ン

の
孫
の
タ
シ

・
テ
ン
ジ
ン
が
参
加
し
て
い

る
。
テ
ン
ジ
ン

・
ノ
ル
ゲ
イ
は
２
人
の
妻

を
病
気
で
亡
く
し
、
３
人
の
妻
と
結
婚
し

て
い
る
が
、
タ
シ
は
最
初
の
妻
、
ダ
ワ

・

プ
テ
イ
の
長
女
の
息
子
に
あ
た
る
。

９７
年

に
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
時
は
、

「は
じ
め
て
の
３
代
の
登
頂
」
と
話
題
に
な

っ
た
。　
一
方
、
ジ
ャ
ム
リ
ン
は
３
人
目
の

妻
、
ダ
ク
の
息
子
で
３７
歳
。

９６
年
春
、
難

波
康
子
ら
が
遭
難
し
た
あ
の
悲
劇
の
際
、

ア
イ
マ
ツ
ク
ス
映
画
撮
影
隊
の

″
主
役
″

の

一
人
と
し
て
居
合
せ
、
後
に
登
頂
を
果

た
し
て
い
る
。

テ
ン
ジ
ン

ｏ
ノ
ル
ゲ
イ
は
、
世
界
最
高

峰
に
立
ち
た
い
、
と
い
う

一
人
の
登
山
家

と
し
て
強
い
意
志
に
あ
ふ
れ
た
サ
ー
ダ
ー

だ

っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
エ
ヴ

ェ
レ
ス

ト
初
登
頂
争
い
に
ス
イ
ス
、
英
国
が
し
の

ぎ
を
け
ず
り
、
英
国
隊
の
人
選
を
め
ぐ

っ

て
複
雑
な
状
況
が
展
開
さ
れ
た
際

（た
と

え
ば
、

５１
年
初
め
て
ク
ー
ン
ブ
氷
河
か
ら

の
ル
ー
ト
を
見
出
し
た
シ
プ
ト
ン
は
外
さ

れ
、
代
わ
り
に
ジ

ョ
ン

・
ハ
ン
ト
が
隊
長

に
な

っ
た
）
も
、
テ
ン
ジ
ン
だ
け
は
終
始

「別
格
」
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
ベ
テ
ラ
ン
と
い

え
ば
、
来
年

「７０
歳
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登

頂
」
を
め
ざ
す
三
浦
雄

一
郎
が
長
男
と
と

も
に
５
月
９
日
、
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
ー
に
登

頂
し
た
。

９６
歳
の
現
役
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
あ

る
父
の

「遺
伝
」
で
あ
ろ
う
か
。
脱
帽
。

(6)
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東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

常
圧
低
酸
素
の
可
能
性

買
田
　
宗
男

本
誌
の
０
〓
ヨ
σ
ヨ
∞
や
Ｋ
ａ
一の
Ｆ
①
の

欄
で
、
大
野
秀
樹
先
生
が
書
か
れ
た

「登
山
隊
員
は
遺
伝
子
で
選
別
さ
れ

る
？
」
の
内
容
は
、
高
み
を
目
指
す
者

に
と
っ
て
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
い
わ
ゆ
る
高
所
に
強
い
人

弱
い
人
が
い
る
こ
と
は
経
験
的
に
知

っ

て
い
た
し
、
シ
ェ
ル
パ

・
ガ
イ
ド
や
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
ガ
イ
ド
た
ち
が
、

ア
ジ
ア
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
高
所
に

弱
い
と
話
し
て
い
る
の
を
、
何
度
か
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
高
所
を
目
指
す
登
山
者
た
ら

ん
と
す
る
人
が
、
検
査
の
結
果

「あ
な

た
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
遺
伝
子
は
、
高
所
に
弱
い

Ｄ
Ｄ
型
で
す
よ
」
な
ど
と
い
と
も
簡
単

に
宣
言
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
す
る
気
も
失
せ
て
し
ま
わ
な

い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
酸
素
無
補
給
登
山
に
た
だ

憧
れ
、
自
分
の
実
力
も
認
識
せ
ず
、
や

み
く
も
に
高
み
を
目
指
し
た
揚
げ
句
、

無
駄
死
に
す
る
よ
う
な
事
例
は
防
げ
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
た
り
も
す
る

の
だ
が
…
…
。

そ
れ
で
は
体
質
的
に
高
所
に
弱
い
人

に
と
つ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
は

全
く
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
た
過
去
に
、
何
百
人
か
を
高
所

に
案
内
し
た
経
験
か
ら
だ
が
、
高
所
未

経
験
者
が
事
前
に
低
圧
タ
ン
ク
な
ど
を

使

っ
て
高
所
体
験
を
し
た
場
合
、
か
な

り
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

た
だ

一
般
の
人
に
と
っ
て
、
施
設
が

大
が
か
り
な
低
圧
タ
ン
ク
を
利
用
す
る

こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ

で
考
案
さ
れ
た
の
は
、
施
設
の
簡
単
な

常
圧
低
酸
素
室
な
る
も
の
。
窒
素
の
割

合
を
多
く
し
た
空
気
を
こ
の
室
内
に
送

り
込
み
、
気
圧
は
平
地
の
ま
ま
で
酸
素

濃
度
を
下
げ
る
装
置
で
あ
る
。

昔
は
窒
素
ガ
ス
を
混
入
さ
せ
て
い
た

ら
し
い
が
、
現
在
で
は
特
殊
な
膜
を
利

用
し
た
低
酸
素
制
御
装
置
が
開
発
さ
れ

安
全
性
も
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
廉
価
で

小
型
の
も
の
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

最
近
、
国
内
の
あ
る
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

会
社
が
、　
一
度
に
数
人
が
低
酸
素
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

常
圧
低
酸
素
室

（商
品
名
ア
ル
テ
イ
キ

ュ
ー
ブ
）
を
購
入
し
、
自
社
の
事
務
所

に
設
置
し
た
。
こ
れ
は
高
所
未
経
験
者

や
、
高
所
に

「弱
い
」
人
に
と
っ
て
は

朗
報
で
あ
ろ
う
。

こ
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
高
所
に

「弱
い
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
も
、

悲
観
す
る
必
要
は
な
い
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
事

前
に
慎
重
な
対
策
を
練
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

ま
ず
は
己
を
知
る
こ
と
。
自
分
が
高

所
に

「弱
い
」
と
認
識
し
て
も
、
そ
こ

か
ら
英
知
を
駆
使
し
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
講
じ
て
、
そ
の
ハ
ン
デ
イ
を
克
服
す

る
。
こ
れ
も
高
所
登
山
、
ト
レ
ツ
キ
ン

グ
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
自

分
で
た
て
た
諸
々
の
作
戦
が
成
功
し
た

場
合
、
そ
の
充
足
感
は
酸
素
を
使

っ
た

と
し
て
も
、
酸
素
無
補
給
登
山
に
匹
敵

す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
私
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
遺
伝
子
は
、

Ｄ
Ｄ
型
で
は
な
い
も
の
の
、
高
所
に
強

い
と
言
わ
れ
る
Ｉ
Ｉ
型
で
も
な
く
、
そ

の
中
間
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
型
で
あ

っ
た
。
次

回
、
高
所
に
登
る
際
に
は
、
こ
の
常
圧

低
酸
素
室
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、
ぜ

ひ
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

「図
書
紹
介
」
雑
感

根
深
　
誠

私
は
も
の
書
き
を
生
業
と
し
、
か
つ

本
会
の
一
会
員
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
梓
の
た
び
に
そ
れ
が
山
野
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
拙
著
を
寄

贈
し
て
き
た
し
、
と
き
に
は
本
誌

「図

書
紹
介
」
の
欄
で
も
何
度
か
取
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
た
び

「２
月
号
Ｎ。
６
８

１
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
自
神
山
地

の
入
山
禁
止

。
規
制
に
関
す
る
拙
著
２

冊
に
つ
い
て
は
、
短
い
紹
介
文
の
中
で

２
カ
所
に
わ
た
っ
て
重
大
な
誤
り
が
見

(7)
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ら
れ
、
評
者
の
軽
薄
な
、
ま
た
は

一
知

半
解
と
も
思
わ
れ
る
見
識
に
憤
り
、
過

日
、
私
は
関
係
者
に
抗
議
文
を
郵
送
し

本
誌
に
掲
載
を
求
め
た
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
抗
議
文
は
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
す
れ
ば

１２
枚
ほ
ど
に
な
り
、
長
文
に
つ
き
掲
載

不
可
能
と
い
う
こ
と
で

「１
８
０
０
字

以
内
」
に
留
め
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容

の
返
信
を
、
図
書
担
当
理
事
か
ら
頂
戴

し
た
。

私
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
で
は

ま
さ
に

″
腰
砕
け
″
の
感
が
あ
る
。
誤

り
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
非
を
認
め
て
潔

く
謝
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
あ
る
い
は

訂
正
記
事
で
も
掲
載
す
る
の
な
ら
い
ざ

知
ら
ず
、
短
く
書
き
直
し
を
迫
る
と
い

う
こ
の
対
応
策
に
は
、
抗
議
者
と
し
て

の
私
に
尻
拭
い
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
不

純
な
感
情
が
含
ま
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
い
う
疑
念
を
抱
か
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
ば
し
ら
け

気
分
で
こ
う
し
て
抗
議
文
の
一
部
を
引

用
し
つ
つ
再
度
筆
を
と
る
の
は
、
も
と

よ
り
関
係
者
の
意
を
汲
ん
で
の
こ
と
で

あ
る
。
と
同
時
に
、
実
態
を
無
視
し
た

抽
象
的
な
考
え
方
が
誤
解
を
生
み
、
そ

れ
に
よ
っ
て
入
山
禁
止

・
規
制
が
世
論

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
、
遺
憾
に
思

う
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
図
書
紹
介
文
に
見

ら
れ
る
評
者
の
基
本
的
な
誤
り
に
つ
い

て
指
摘
す
る
。

①

「か
つ
て
青
秋
林
道
阻
止
を
共
闘
し

た
白
神
山
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
が
」
と
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
青
秋
林

道
建
設
が
中
止
に
な

っ
て
以
降
、
自
神

山
地
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
た
翌
１

９
９
４
年
に
結
成
さ
れ
た
、
入
山
禁
止

を
標
榜
す
る
愧
儡
組
織
だ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
林
道
建
設
反
対
運
動
の
時
点
で

は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
共
闘

で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。

②

「禁
止

・
規
制
を
外
し
た
場
合
、
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
ど
う
対
処
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
評
者
は
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
つ

ま
り
そ
れ
が
現
実
な
ら
ば
の
こ
と
だ
が
、

山
の
好
き
な
登
山
者
の
良
識
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
無
視
で
き
な
い
問
題
と
い
え

る
。
し
か
し
現
実
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
尾
瀬
ヶ
原
な
ど
と
異
な
り
、
空
理
空

論
で
し
か
な
い
。

だ
が
、
②
に
象
徴
さ
れ
る
空
理
空
論

こ
そ
が
、
紹
介
文
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
弘
前
大
学
教
授
や
、
そ
の
配
下
に
あ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、
自
神
山
地
に
規
制
の

網
を
か
ぶ
せ
る
側
の
常
套
句
な
の
で
あ

る
。
し
か
も
学
術
関
係
者
は
例
外
だ
と

い
う
。
評
者
も
ま
た
、
そ
れ
を
支
持
す

る
側
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。
無
知
ゆ
え
に
抽
象

的
概
念
に
翻
弄
さ
れ
て
、
と
ん
ち
ん
か

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
抽
象
論

で
は
な
く
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
よ
り
具

体
的
に
論
じ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

ち
な
み
に
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
で
と
き

に
話
題
に
な
る
、
東
西
６
キ
ロ南
北
２
キ
ロ

の
尾
瀬
ヶ
原
で
は
、
年
間
の
入
山
者
数

は
５０
万
人
前
後
と
い
う
。
自
神
山
地
の

世
界
遺
産
地
域
の
場
合
、
面
積
は
尾
瀬

ヶ
原
の
１０
数
倍
は
あ
る
か
と
思
う
が
、

当
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
入
山
者
数
は

１
９
９
７
年
５
１
３
人
、
２
０
０
１
年

７
０
１
人
、
２
０
０
２
年
８
４
６
人
と

た
し
か
に
増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
尾
瀬
ヶ
原
と
同
規

模
の
面
積
に
た
と
え
れ
ば
、
わ
ず
か
に

年
間
数
十
人
で
あ
り
、
桁
違
い
に
少
な

い
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
自
神
山
地
で

は

「オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
」
が
報
告
さ
れ

た
り
問
題
化
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
入
山
禁
止

・
規
制

が
功
を
奏
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
山

域
内
に

一
般
登
山
道
が
ほ
と
ん
ど
な
い

か
ら
で
あ
り
、
山
自
体
の
地
勢
が

一
般

登
山
者
を
拒
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
、
こ
の
入
山
禁
止

・
規
制
の
措
置

は
廃
止
の
方
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
無
視
し
た

「入
山

禁
止

・
規
制
」
の
欺
晰
性
を
論
破
す
る

の
が
、
拙
著
２
冊
の
根
幹
部
分
な
の
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
評
者
は
、
根

幹
部
分
を
読
ん
で
お
ら
ず
、
あ
る
い
は

読
ん
で
も
理
解
で
き
な
い
の
か
、
入
山

禁
止

ｏ
規
制
派
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。
あ
ま
り
に
も
評
者
は
実
態
を
知

ら
な
す
ぎ
る
し
、
拙
著
の
内
容
を
理
解

し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
評
者
は
、
入
山
禁
止

・
規

制
措
置
に

「著
者
は
真

っ
向
か
ら
反
対

す
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
登
山
が
内

包
す
る
自
由
な
精
神
の
発
露
を
尊
重
す
　
＞

れ
ば
、
当
然
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、
＜

そ
れ
も
前
述
の
ご
と
く

「良
識
」
か
ら

判
断
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
「現
状
で
は
ま
ず
あ
り

え
な
い
こ
と
な
が
ら
、
仮
に
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
な
ど
の
問
題
か
ら
、
不
幸
に
し

て
規
制
が
必
要
な
状
況
に
な

っ
た
と
し

て
も
、
要
は
、
そ
こ
に
根
づ
い
た
文
化

や
歴
史
を
ふ
ま
え
て
論
じ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
「局
部
的
に
生
じ
る
自
然
破

壊
は
、実
態
を
調
査
し
た
う
え
で
、規
制

措
置
が
と
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
」

評
者
は
ど
こ
に
目
を
む
け
て
紹
介
文

を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
読
者
の

誤
解
を
招
く
も
と
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
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も

っ
て
嘆
か
わ
し
く
、
破
廉
恥
な
無
謀

さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
最
後
に
、
拙
著
か

ら

一
言
引
用
し
よ
う
。
「入
山
の
禁
止

や
規
制
は
、
青
秋
林
道
建
設
反
対
運
動

に
端
を
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
神
問
題

の
本
質
か
ら
す
れ
ば
、
議
論
の
方
向
そ

れ
自
体
が
ズ
ン
て
い
る
の
だ
。
そ
う
で

は
な
く
、
人
間
と
自
然
と
の
か
か
わ
り

を
視
座
に
す
え
て
、
破
壊
さ
れ
た
自
然

を
再
生
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
明
日
へ
の

課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

そ
し
て
本
会
は
当
該
支
部
を
中
心
に

来
る
べ
き
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
そ
れ
を
実
施
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
会
員
諸
兄
の
参
画
を
望
む
。

登
山
と
呼
吸
（中
）千

葉
　
重
美

■
横
隔
膜
が
中
脳
を
刺
激
す
る
呼
吸

呼
吸
は
そ
の
生
物
が
生
存
し
て
い
る

こ
と
を
立
証
す
る
、
必
要
不
可
欠
な
行

為
で
あ
る
。
こ
の
呼
吸
を
断
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
命
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ

る
。
通
常
呼
吸
は
意
識
す
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
呼
吸
を
断
つ

こ
と
は
瞬
間
死
に
い
た
る
こ
と
で
あ
り

通
常
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
難

行
で
あ
る
。

釈
尊

ｏ
シ
ン
ダ
ー
ダ

・
ゴ
ー
ダ
マ
・

ブ
ッ
ダ
は
あ
え
て
こ
れ
を
行
い
、
苦
行

の
世
界
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
。
ブ
ッ

ダ
は
生

・
老

・
病

・
死
の
４
つ
の
苦
悩

を
解
決
す
る
た
め
、
カ
ピ
ラ
城
を
出
て

苦
行
生
活
に
６
年
間
の
歳
月
を
費
や
し

た
。
断
食

・
断
息
し
て
、
風
雨

・
雷

・

寒
暑
に
耐
え
た
り
、
棘
の
床
に
寝
る
、

ま
た
は
立
ち
続
け
る
。
あ
る
い
は
害

虫

・
害
獣
へ
の
対
処
で
苦
悩
体
験
を
す

る
。
髭
や
髪
の
毛
を
抜
く
。
体
に
油
を

塗
り
、
塵
埃
を
浴
び
た
り
屍
体
や
首
の

散
ら
ば
り
積
ま
れ
た
墓
場
で
夜
を
明
か

す
。
そ
の
皇
子
が
あ
え
て
北
イ
ン
ド

・

ネ
パ
ー
ル
の
地
で
修
行
し
た
と
い
わ
れ

る
行
為
は
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
自

然
環
境
の
厳
し
い
熱
帯
性
気
候
の
中
で

は
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
わ

か
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

息
を
止
め
る
苦
行
は
断
息
と
い
う
が

こ
れ
は
３
～
４
分
で
七
転
八
倒
の
苦
し

み
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
呼
吸
を

分
析
。
こ
れ
が
①
数
息
②
相
随
③
止
④

観
⑤
環
⑥
浄
の
６
段
階
に
な
り
、
出
息

長
の
呼
吸
と
な
り
、
焦
り
、
怒
り
、
妬

み
、
悶
え
、
う
ろ
た
え
、
吸
っ
た
息
を

止
め
る
。
胸
に
力
を
入
れ
て
息
を
止
め

る
＝
怒
責

（ど
せ
き
）
は
理
解
し
が
た

い
行
為
で
あ
る
。

人
間
社
会
に
お
い
て
生

・
老

・
病

・

死
に
は
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
な
い
。

釈
尊
は
虚
無
を
蹴
飛
ば
し
、
四
聖
諦

（苦

。
集

・
減

・
道
）
が
処
方
さ
れ
た

中
か
ら
心
を
込
め
た
呼
吸

（ア
ナ
パ
ー

ナ

。
サ
チ
）
安
般
守
意
を
体
制
（∽
”
Ｌ
）

づ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
る
息

（”
り
”
コ
”
）
に
長
く
、
入
る
息
（”
Ｄ
”
）
に

短
く
、
二
息
を
確
認
し
て
通
常
無
意
識

に
し
て
い
る
呼
吸
を
意
識
化
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
在
の
心
で
慈

念
の
意
で
入
息
、
出
息
を
念
じ
つ
つ
行

う
自
己
認
識
に
よ
り
確
立
す
る
。
（参

照
　
村
木
弘
昌
著

『釈
尊
の
呼
吸
法
―

大
安
般
守
意
経
に
学
ぶ
』
）

大
気
に
存
す
る
酸
素
と
地
球
上
に
存

す
る
人
類
の
酸
素
消
費
量
の
関
係
を
命

題
に
し
た
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

・
マ
ラ
ソ
ン

は
、
人
類
と
酸
素
の
存
在
の
関
係
を
マ

ク
ロ
の
次
元
で
考
え
、
そ
の
存
在
理
念

を
考
え
合
わ
せ
た
行
為
で
あ
っ
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
医
師
ら
が
２０
世
紀
末
か
ら
今

世
紀
へ
の
地
球
上
で
の
人
類
の
あ
り
方

を
、
と
く
に
呼
吸
と
い
う
人
間
共
通
の

課
題
の
中
で
考
え
よ
う
と
い
う
社
会
的

行
為
で
あ
る
。

こ
ん
な
た
と
え
は
通
用
し
な
い
と
い

う
が
、
人
口
増
に
対
し
て
、
私
た
ち
は

い
か
に
生
き
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
途
上
国
の
諸
問
題
に
対
し
て

２１
世
紀
の
初
頭
の
テ
ロ
事
件
も
、
原
点

が
こ
こ
に
あ
る
と
な
る
と
、
炭
酸
ガ
ス

の
排
出
規
制
も
肯
定
で
き
る
。

■
酸
欠
下
で
の
高
所
訓
練
の
効
果

高
所
登
山
に
お
い
て
は
と
く
に
、
酸

素
ボ
ン
ベ
を
携
え
て
の
常
時
酸
素
補
給

が
呼
吸
援
助
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
が
こ
れ
と
て
今
日
の
登
山
技
術

に
お
け
る
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（荷
上

げ
、
ル
ー
ト
エ
作
、
偵
察
な
ど
な
ど
）

で
、
８
０
０
０
”月
を
越
す
高
峰
で
も
、

酸
素
な
し
で
登
頂
し
て
い
る
登
山
者
の

事
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。
も
は
や
訓
練

の
問
題
で
あ
る
。
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ま
た
持
久
性
を
必
要
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
低
圧

・

低
酸
素
下
で
あ
る
高
所

（２
３
０
０
～

２
５
０
０
厨
）、
準
高
所

（Ｕ
Ｓ
Ａ
コ

ロ
ラ
ド

・
ボ
ル
ダ
ｌ

ｏ
ｌ
６
０
０
肝
、

中
国
雲
南
省
昆
明

ｏ
ｌ
８
８
６
厨
）
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
有
効
性
が
実
証
で

き
て
い
る
。

一
定
期
間

（３
～
４
週

間
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
競

技
力
を
向
上
さ
せ
る
の
に
常
識
化
し
て

き
て
い
る
。

１
９
６
０
年
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

で
の
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
ベ
ベ
の
マ
ラ
ソ

ン
の
優
勝
、
１
９
６
８
年
メ
キ
シ
ョ
大

会

（メ
キ
シ
ョ
シ
テ
ィ
の
標
高
は
２
２

４
０
厨
）
と
前
後
し
て
、
高
所
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
、
高
所
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
会

（東
大
身

体
運
動
科
学
部
小
林
研
究
所
）
で
の
人

工
気
候
空
間
、
低
圧
実
験
、
低
酸
素
吸

入
が
い
く
た
の
実
績
の
基
と
な
り
、
今

日
で
は
信
越
線
碓
氷
峠
に
高
所
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
他
に

も
乗
鞍
岳
な
ど
、
い
く
つ
か
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

要
は
呼
吸
に
お
け
る
最
大
酸
素
摂
取

量
、
最
大
換
気
量
、
呼
気
の
量
の
変
化

血
中
純
酸
濃
度
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度

な
ど
の
比
較
測
定
に
よ
る
、
低
酸
素
下

で
の
訓
練
で
あ
る
。

有
森
裕
子
の
ア
ト
ラ
ン
タ
、
高
橋
尚

子
の
シ
ド
ニ
ー
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の

訓
練
結
果
で
あ
り
、
酸
欠
下
で
の
訓
練

が
功
を
奏
し
て
い
る
。
山
を
登
り
続
け

て
い
る
者
は
、
さ
ほ
ど
の
高
所
で
な
く

と
も
そ
の
成
果
は
高
い
し
、
持
続
性
は

２
、
３
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
高
所
に

滞
在
し
、
低
地
で
走
り
抜
く
訓
練
が
定

石
で
あ
る
。

人
間
が
生
き
、
大
気
が
存
在
す
る
社

会
に
お
い
て
、
人
間
行
動
が
と
る
業
務

量
を
知
識
情
報
量
が
超
え
、
人
間
間
の

関
係
量
と
し
て
の
組
織
量
に
存
在
価
値

を
見
出
さ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

の
こ
と

上
野
　
幸
人

ゴ
ミ
の
こ
と
で
、
あ
る
講
演
会
で
質

問
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

「あ
な
た
方
は
、
遠
征
隊
で
使

っ
た

も
の
は
ど
う
し
ま
し
た
か
？
　
使
用
し

た
ロ
ー
プ
は
回
収
し
な
か
っ
た
の
で
す

か
？
」

答
え
は

「持

っ
て
帰
れ
る
も
の
は
で

き
る
だ
け
持

っ
て
帰
り
、
残

っ
た
も
の

は
燃
や
し
た
り
し
て
、
氷
河
の
中
に
埋

め
て
き
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は

他
の
隊
も
使
用
し
て
お
り
、
回
収
は
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
が
最
後
で

あ

っ
て
も
、
回
収
は
不
可
能
で
す
」
と

欠
甲
え
洋
。ヽ

ゴ
ミ
（護
美
）
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
環

境
を
守
る
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

日
本
の
山
々
で
は
、
奥
地
ま
で
道
路

を
作
り
、
山
小
屋
を
作
り
、
ゴ
ミ
や
排

泄
物
を
１
カ
所
に
集
め
、
ど
こ
か
へ
持

っ
て
行
く
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
は
整

備
さ
れ
た
道
路
と
山
小
屋
を
利
用
し
、

自
然
と
ふ
れ
あ
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
も
だ
ん
だ
ん
そ
う

な

っ
て
き
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
ト
ン

ッ
カ
ー
の
た
め
に
ロ
ッ
ジ
が
で
き
、
ト

イ
ン
も
常
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ

て
は
格
好
の
現
金
収
入
と
な
り
、
地
域

の
活
性
化
と
な
っ
て
い
る
。
訪
れ
る
人

び
と
は
数
万
人
単
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
行

っ
て
い
る
登

山
は
こ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
人
里

離
れ
た
地
域
で
テ
ン
ト
を
張
り
、
１
カ

月
以
上
滞
在
し
て
登
山
活
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
般
化
さ
れ
た
地
域

と
違
い
、
年
に
５
～
１０
隊
程
度
の
登
山

隊
し
か
入
山
許
可
に
な
ら
ず
、
人
数
も

２
０
０
人
に
満
た
な
い
。

ゴ
ミ
の
処
理
も
私
た
ち
だ
け
で
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
持
ち

帰
る
よ
う
に
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の
も

の
が
残

っ
て
し
ま
う
。
と
く
に
排
泄
物

に
つ
い
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

私
た
ち
の
し
て
い
る
こ
と
は
環
境
破

壊
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
行
為
は

冒
険
的
行
為
と
言
っ
て
み
て
も
、
誰
も

理
解
し
て
く
れ
な
い
。
止
め
れ
ば
こ
と

は
簡
単
で
あ
る
。
悩
む
必
要
は
な
い
。

し
か
し
、
登
山
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

道
が
で
き
て
、
山
小
屋
も
で
き
て
た

く
さ
ん
の
人
間
が
入
り
込
め
る
よ
う
な

山
登
り
は
、
環
境
保
全
を
考
え
る
と
納

得
が
い
か
な
い
。
生
き
物
た
ち
の
生
態

系
を
考
え
る
と
、
先
進
国
と
い
わ
れ
る

国
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
都
合
の
　
”

い
い
よ
う
に
開
発
し
て
き
て
い
る
。
自
　
Ｈ

分
た
ち
に
不
便
で
あ
れ
ば

「誰
も
が
自

然
と
ふ
れ
あ
う
た
め
に
」
と
い
う
名
目

で
開
発
し
て
し
ま
う
。
見
た
目
に
汚
い

も
の
は
覆
い
隠
し
て
し
ま
い
、
不
必
要

な
も
の
は
ゴ
ミ
と
し
て
限
り
な
く
放
出

す
る
。

人
間
の
見
た
日
で
き
れ
い
に
し
て
あ

れ
ば
良
じ
と
し
、
汚
く
見
え
れ
ば
悪
し

と
し
て
い
る
。
見
る
人
間
の
価
値
基
準

で
変
わ

っ
て
い
く
。
見
る
人
間
の
地
域

差
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
。

し
か
し
そ
こ
に
住
む
生
命
は
、
与
え

ら
れ
た
環
境
の
中
で
生
き
て
い
る
。
人

間
の
価
値
基
準
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
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凍傷の保存的治療

長尾 悌夫

某大学山岳部員が春山で足指の凍傷にかか

り、帰京後診察を受けた病院で直ちに切断と

言われ、監督に勧められて来院した。

右第 2、 左第20第3の 足指の先端が第4度

の凍傷であ り、切断 もやむなしという状態で

あった。 しか し、罹患部位が指先部だったの

で、保存的にやれるか とも考え、切断と保存

的治療の利害得失を説明し、時間はかかるが

保存的にやろうと説得 した。

不潔になりやすい足指であり、細菌感染防

止と循環状態改善のため、自宅で毎日薬液を

混ぜた温湯による足浴を励行させた。患部は

感染の徴候もなく、理想的な乾性壊死となり、

罹患後2カ 月でちょうどドング リの総芭が落

ちるように壊死部が脱落し、あとに爪も生え

かけているされいな指先が現れた。指長の短

縮も最少限ですみ、本人は満足してその年の

夏山合宿にも参加した。

第4度の凍傷では、通常部分的にせよ切断

は避けられないが、手術は決して急いではい

けない。壊死部の分界線が完成するまで4週

間は待つべきである。指先部だけの罹患であ

れば、自然脱落を待ってもよい。凍傷治療す

べてに言えることだが、局所を乾性壊死にす

ることが大切で、そのために軟膏類は一切塗

布してはならず、患部は薬浴などで清潔に保

ち、軽 く包帯をする程度でよい。

自然脱落まで今回は2カ月と早かったが、

通常は3カ月 くらいはかかる。脱落のあとは

外科的な処置は不要である。

凍傷は何よりも予防が第一であるが、罹患

してしまったときは、現場では40～ 42℃ の

温湯による急速融解を行い、再凍結を防ぎな

がら下山して、医師による治療を受けること

になる。部位によっては保存的治療という選

択肢もあるので、外科医なら誰でもよいとい

うわけではなく、凍傷治療の経験のある医師

に相談すべきである。

い
る
の
で
は
な
い
。
生
命
は
さ
ま
ざ
ま

な
生
態
系
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、
共
に

生
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き

だ
ろ
う
。
「知
恵
」
あ
る
人
間
は
何
を
す

べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
。
豊

か
さ
を
求
め
る
た
め
の
開
発
。
物
質
的

豊
か
さ
の
み
を
追
求
し
、
見
た
目
の
清

潔
さ
、
快
適
さ
に
と
ら
わ
れ
て
、
他
の

命
を
脅
か
し
て
い
る
。
破
壊
さ
れ
る
森

と
大
地
。
や
が
て
、
私
た
ち
自
身
に
そ

の
つ
け
が
回
っ
て
き
て
、
社
会
問
題
と

な
る
。
環
境
保
全
、
ゴ
ミ
の
処
理
と
騒

が
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
も
、
人
間
の

都
合
の
い
い
よ
う
に
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
の
中
で
私
た
ち
の
登
山
も
批
判
さ
れ

る
。私

た
ち
の
登
山
は
、
登
る
た
め
に
そ

こ
に
半
永
久
的
な
道
を
作

っ
た
り
、
山

小
屋
を
望
ん
だ
り
し
て
は
い
な
い
。
与

え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
、
最
小
限
の
行

為
に
よ

っ
て
登
ら
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
人
間
の
中
に
あ
る
他
の
生
物

と
は
ち
が
う
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
、

争
う
こ
と
な
く
他
を
破
壊
す
る
こ
と
な

く
、
未
知

へ
の
探
求
心
と
自
分
自
身
の

可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
に
、
登
ら
せ

て
も
ら
う
。
都
合
の
い
い
理
屈
に
な

っ

て
し
ま
う
が
、
登
山
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

そ
の
上
で
考
え
よ
う
。
地
球
と
い
う

大
き
な
生
命
体
を
守
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
増
え

続
け
る
人
口
。
追
い
求
め
て
し
ま
う
物

質
的
欲
求
。
も

っ
と
関
心
を
持
と
う
、

地
球
全
体
の
こ
と
を
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
考
え
て
、　
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
の
中
で
実
践
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

私
た
ち
日
本
人
は
、
も
っ
と
他
の
世

界
の
暮
ら
し
を
知
る
べ
き
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
世
界
で
最
も
豊
か
な
国
な
の

に
、
な
ぜ
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
何
が
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。

S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。

ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。
http://www口winedou.co.jp/

トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。
メールマガジンもよろしく。

千葉県印格郡富里町日吉台5-10-7
・T'EL:0476-93-2200
FAX:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞 ●フランス食

品振興協会 (ソペクサ)認定コンセイエ (小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
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図書紹 介
ゴ
ド
ラ
ト
ラ
・
カ
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
写
真

『
コ
ー
・ホ
イ
エ
・イ
ラ
ー
ン

（７
一Ｏ
Ｃ
コ
一０
一コ
０
０
「
一「０
コ
）』

イ
ラ
ン
の
山
と
言
え
ば
デ
マ
ベ
ン
ト

ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
い
、
と
い
う
の
が

平
均
的
な
私
た
ち
の
認
識
だ
ろ
う
。
最

近
と
か
く
話
題
に
の
ぼ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
宗
教
も
地
形
も
似
た
そ
の
西
隣

り
の
国
か
ら
、
山
岳
写
真
集
が
発
行
さ

れ
、
図
書
室
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
の
で

紹
介
し
て
お
こ
う
。

３
２
８
×
２
４
７
ミリ
の
大
判
に
紹
介

さ
れ
た
山
々
を
見
る
と
、
夏
で
も
豊
富

な
残
雪
を
誇
り
、
砂
漠
の
国
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
者
に
は
意
外
の
感
が
す
る

だ
ろ
う
。

最
初
に
４
０
０
０
～
２
０
０
０
い川
級 イラスト 蜂谷益雄

の
主
な
３０
山
と
そ
の
地
域
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
も
、
こ
の
国
の
山
の
概
要
を

知
る
上
で
便
利
だ
。
写
真
か
ら
は
山
容

だ
け
で
な
く
、登
山
者
の
姿
や
装
備
、集

団
登
山
の
様
子
な
ど
が
う
か
が
え
、
興

味
深
い
。

表
題
と
説
明
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
あ
る

が
、
英
文
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お

発
行
年
は
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
。
昨
年
イ
ラ

ン
山
岳
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
た
が
、

筆
者
の
怠
慢
で
紹
介
が
遅
れ
た
こ
と
を

お
詫
び
し
ま
す
。
　
　
　
（泉
　
久
恵
）

１
３
４
９

（西
暦
１
９
９
８
）
年

セ
ッ
カ
ー
印
刷
発
行
　
１
２
８
ペ
ー

ジ
　
２
０
０
０
リ
ア
ル

青
山
学
院
大
学
体
育
会
山
ヨ
一部
・同
Ｏ
Ｂ
会
・編

『山
靴
の
跡
』

―
青
山
学
院
大
学
体
育
会
山
岳
部

七
十
五
年
史
―

手
書
き
の
正
誤
表
が
コ
ピ
ー
さ
れ
て

貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
お
よ
そ
７０
項

目
の
正
誤
表
そ
の
も
の
の
誤
り
に
訂
正

が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト

に
洩
れ
て
い
る
誤
植
を
私
は
少
な
か
ら

ず
見
つ
け
た
。
市
販
の
書
籍
で
あ

っ
た

ら
大
き
な
欠
点
と
な
る
は
ず
だ
が
、
こ

の
７５
年
史
の
場
合
、
専
門
の
校
訂
者
の

力
を
借
り
ず
に
作
ら
れ
た
書
物
ら
し
い
、

愛
す
べ
き
性
質
を
あ
ら
わ
す
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。

大
正
の
末
期

（１
９
２
５
年
）
、
大
学

山
岳
部
誕
生
の
時
流
を
追
い
か
け
て
誕

生
し
た
青
山
学
院
大
学
山
岳
部
は
、
他

大
学
の
山
岳
部
と
張
り
合

っ
て
初
登
攀

を
競

っ
た
。
日
本
山
岳
会
の
初
代
会
長

だ

っ
た
小
島
鳥
水
の
子
息
で
あ
る
小
島

隼
太
郎
が
部
員
で
あ

っ
て
、
こ
の
人
の

主
義
主
張
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本

山
岳
会
の
第
二
世
代
の
登
山
意
識
を
考

察
す
る
の
に
役
立

つ
だ
ろ
う
。

本
書
の
も

っ
と
も
興
味
深
い
点
は
、

１
９
５
２
年
に
最
初
の
女
子
部
員
を
迎

え
入
れ
た
こ
と
で
、
断
続
的
に
男
女
混

合
の
山
岳
部
で
あ
り
続
け
た
し
、
１
９

９
９
年
の
卒
業
者
３
人
す
べ
て
が
女
性

だ

っ
た
。
創
部
こ
そ
多
く
の
大
学
の
後

塵
を
拝
し
た
が
、
男
女
混
合
の
大
学
山

岳
部
と
し
て
は
立
派
に
先
頭
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
い
た
。

大
学
山
岳
部
を

一
望
の
も
と
に
見
晴

ら
す
歴
史
を
編
も
う
と
す
る
者
に
と

っ

て
、
貴
重
な
文
献
と
な
る
に
ち
が
い
な

い
こ
の
本
の
誕
生
を
、
私
は
率
直
に
祝

い
た
い
と
思
う
。

新
聞

・
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
い
と
思
わ

れ
る
こ
の
よ
う
な
出
版
物
を
紹
介
で
き

る
こ
と
こ
そ

『山
』
の
本
欄
の
存
在
意

義
で
あ
る
、
と
私
は
信
じ
る
。

（宮
下
啓
三
）

２
０
０
１
年
３
月
　
青
山
学
院
大
学

体
育
会
山
岳
部

・
同
Ｏ
Ｂ
会
発
行

３
２
８
ペ
ー
ジ
　
非
売
品

大
町
山
岳
博
物
館

・
編

『新

・
北
ア
ル
プ
ス
博
物
誌
』

大
町
山
岳
博
物
館
創
立
５０
周
年
記
念

と
し
て
、
『新

・
北
ア
ル
プ
ス
博
物
誌
』

が
出
版
さ
れ
た
。
当
館
の
機
関
誌

『山

と
博
物
館
』
の
創
刊
か
ら
現
在
に
至
る

６
８
０
号
あ
ま
り
の
掲
載
文
の
中
か
ら

「山

ｏ
人

・
博
物
館
」
と
い
う
キ
ー
ワ
　
冽

―
ド
に
よ
っ
て
話
題
を
選
び
、
加
筆
し
　
い

た
ほ
か
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
文
を

加
え
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

『山
と
博
物
館
』
は
昭
和
３１
年
２
月
に

創
刊
。
現
在
ま
で
欠
く
こ
と
な
く
、
毎

月
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
各
分

野
の
専
門
家
、
登
山
家
が
寄
稿
し
、
北

ア
ル
プ
ス
の
山
岳
自
然

・
歴
史
な
ど
の

「山
岳
文
化
」
と
博
物
館
活
動
に
つ
い

て
広
く
情
報
発
信
を
続
け
て
き
た
。
こ

う
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

「博
物

館
の
財
産
」
と
も
い
え
る
貴
重
な
情
報

が
こ
の
一
冊
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

大
町
山
岳
博
物
館
は
、
昭
和
２６
年
Ｈ
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月
開
設
さ
れ
、
開
館
か
ら
半
世
紀
を
経

た
現
在
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
改
め
て

問
わ
れ
て
い
る
と
し
、
第
１
章

・
山
―

北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
、
第
２
章

ｏ
人
―

北
ア
ル
プ
ス
の
歴
史
、
第
３
章

ｏ
博
物

館
占

【然
保
護
の
活
動
、
に
ま
と
め
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
山
岳
文

化
の
歴
史
の
深
さ
と
重
み
を
遺
憾
な
く

披
涯
し
て
く
れ
て
い
る
。

博
物
館
渾
身
の
力
作
で
あ
る
。

（村
井
　
葵
）

２
０
０
１
年
１０
月
　
信
濃
毎
日
新
聞

社
発
行
　
４
０
１
ペ
ー
ジ
　
３
０
０

０
円

近
藤
等

・
著

『ア
ル
プ
ス
の
蒼
い
空
に
』
上

・
下

６０
年
代
や
７０
年
代
に
読
ん
だ
、
近
藤

さ
ん
の
レ
ビ

ュ
フ
ア
や
ボ
ナ
ッ
テ
イ
の

翻
訳
本
は
、
私
や
同
世
代
の
ク
ラ
イ

マ

ー
た
ち
に
と

っ
て
、
偉
大
な
目
標
で
あ

り
憧
憬
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
対
象

は
、
あ
く
ま
で
本
に
登
場
す
る
ヒ
ー

ロ

ー
た
ち
で
、
訳
者
の
近
藤
さ
ん
の
存
在

は
、
あ
た
か
も
黒
衣
の
よ
う
に
隠
れ
て

い
た
。

し
か
し
、
こ
の
本
を
読
ん
で
み
る
と

近
藤
さ
ん
は
レ
ビ

ュ
フ
ア
や
ボ
ナ
ッ
テ

イ
の
作
曲
し
た
曲
を
演
奏
す
る
偉
大
な

指
揮
者
の
よ
う
な
存
在
で
、
私
た
ち
は

そ
の
曲
に
聞
き
惚
れ
て
い
る
聴
衆
だ
っ

た
か
も
し
れ
ぬ
、と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

近
藤
さ
ん
の
一
連
の
訳
業
が
、

６０
年
代

以
降
の
日
本
の
登
山
界
に
新
し
い
方
向

性
を
示
す
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
近
藤
さ
ん
は
翻

訳
家
と
し
て
の
黒
い
衣
装
を
ま
と
い
つ

つ
、
そ
の
一
方
で
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と

し
て
の
長
い
戦
い
を
４０
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
深
く
静
か
に
開
始
す
る
。

ア
ル
プ
ス
に
出
か
け
た
ほ
と
ん
ど
の

日
本
人
が
、
三
大
北
壁
な
ど
の
一
部
の

著
名
ル
ー
ト
や
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、

モ
ン
ブ
ラ
ン
の
登
頂
で
満
足
し
て
い
る

の
に
比
べ
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
近
藤
さ

ん
は
、
ダ
ン
デ
イ
ー
で
ス
マ
ー
ト
な
外

見
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
欲
が

深
い
。

ア
ル
プ
ス
の
名
峰
、
名
ル
ー
ト
を
こ

と
ご
と
く
登
り
尽
く
し
た
と
も
い
え
る

１
５
０
回
に
も
お
よ
ぶ
山
行
。
そ
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
珠
玉
の
登
山
記
録
に
は
、

ガ
ス
ト
ン

ｏ
レ
ビ

ュ
フ
ア
、
ア
ン
ド

レ

ｏ
コ
ン
タ
ミ
ヌ
、
ル
ネ

。
デ
メ
ゾ
ン

と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
登
山
界
の
英
雄
た

ち
や
、
中
野
融
さ
ん
を
筆
頭
と
す
る
日

本
人
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
強
者
た
ち
が
、

近
藤
さ
ん
の
ザ
イ
ル
仲
間
と
し
て
次
々

に
登
場
し
、
近
藤
さ
ん
の
洗
練
さ
れ
た

登
山
ス
タ
イ
ル
と
共
に
、
数
々
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
シ
ー
ン
を
豊
か
に
彩
る
。

近
藤
さ
ん
の
登
山
観
や
ア
ル
プ
ス
に

注
ぐ
愛
情
は
、
こ
の
本
の
冒
頭
の
エ
ッ

セ
イ

「ア
ル
プ
ス
の
蒼
い
空
に
」
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
自
分
の
愛
す

る
登
山
に
実
践
と
文
筆
の
両
面
に
わ
た

つ
て
、
こ
れ
ほ
ど
深
い
情
熱
を
注
い
だ

日
本
人
を
私
は
知
ら
な
い
。
改
め
て
、

近
藤
等
さ
ん
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
見
事

な
生
き
方
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
う
。
　
　
　
　
（坂
下
　
直
枝
）

２
０
０
１
年
Ｈ
月
　
著
漢
堂
発
行

上
巻
２
７
７
ペ
ー
ジ
　
下
巻
２
９
３

ペ
ー
ジ
　
各
５
０
０
０
円

船
木
上
総
・
著

『凍
る
体
―
低
体
温
症
の
恐
怖
』

「震
え
て
い
る
と
き
に
眠
気
が
出
た
ら

要
注
意
」
と
あ
と
が
き
に
書
い
て
あ
る
。

本
書
は
低
体
温
症
か
ら
み
ご
と
に
蘇

っ

た
体
験
談
と
、
低
体
温
症
の
解
説
で
あ

る
。著

者
は
医
学
生
の
時
に
モ
ン
ブ
ラ
ン

を
ス
キ
ー
で
下
降
中
、
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ

ス
に
落
下
し
た
。

１６
時
間
後
に
救
出
さ

れ
た
時
の
体
温
は
２８
度
、
し
か
も
意
識

混
濁
。体
は
凍

っ
て
黒
く
な
っ
て
い
た
。

シ
ャ
モ
ニ
ー
の
救
急
隊
と
病
院
の
速
や

か
な
処
置
で
、　
一
命
を
取
り
留
め
る
。

医
療
関
係
者
と
本
人
の
努
力
で
、
多
少

の
後
遺
症
を
残
し
な
が
ら
も
、
念
願
の

内
科
医
に
な

っ
た
。
し
か
も
自
分
の
経

験
を
活
か
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
者
向
け
の

病
院
を
開
設
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
る
。

第
１
部

「ク
ン
バ
ス
ヘ
の
落
下
」
で

は
、
ヒ
ド
ン
ク
ン
バ
ス
の
恐
ろ
し
さ
、

救
出
作
業
、
蘇
生
方
法
、
そ
し
て
リ
ハ

ビ
リ
や
劣
化
し
た
記
憶
力
で
国
家
試
験

に
挑
む
姿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
周

囲
の
根
気
あ
る
温
か
い
励
ま
し
と
と
も

に
、
際
限
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
に
立
ち
向

地球のてつべんに立つ感動の旅

北極点への船旅

〒105-0003東 京都港区西新橋1‐12-1西 新橋1森ビル2F TEL。 03‐ 3503‐ 1911
大阪/TEL.06-6444‐ 3033 名古屋/TEL052‐ 581‐ 3211 福岡/TEL092‐ 715‐ 1557

●募集人数99人限定●169万円～219万円
Er*il*EE$trtt?**+so * /wa*,f<fr*E+E*t o fi I Fn[8r

印 1月:猛釜″

世界で唯一のチヤーター企画。社大なる夢が実現

2002年 8月 19日 (月 )～ 9月 3日 O人016日間
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か
う
心
の
葛
藤
。
健
常
者
の
な
に
げ
な

い
ひ
と
言
が
、
こ
の
上
な
き
励
ま
し
に

な

っ
た
り
、
時
に
は
患
者
を
傷
つ
け
る

こ
と
も
あ
る
と
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

救
出
後
か
ら
の
医
学
的
デ
ー
タ
を
適

度
に
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
素
人
目
に
も

わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
お
り
、
興
味

を
持

っ
て
読
み
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
２
部

「低
体
温
症
」
で
は
体
温
調

節
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、低
体
温
症
の
症
状
、

原
因
と
予
防
、
山
で
の
症
例
、
山
で
の

治
療
の
５
項
目
か
ら
な
り
、
多
く
の
症

例
と
処
置
、
注
意
点
な
ど
基
礎
知
識
が

詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

夏
山
で
も
起
こ
る
低
体
温
症
、
是
非

読
ん
で
お
き
た
い
本
で
あ
る
。

（南
井
　
英
弘
）

２
０
０
２
年
２
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
２
０
４
ペ
ー
ジ
　
ー
４
０
０
円

東
野
　
良

・
著

『ヒ
マ
ラ
ヤ
・チ
ベ
ッ
ト
縦
横
無
尽
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
の
頂
点

に
立
つ
エ
グ
ゼ
ク
テ
イ
ブ
カ
メ
ラ
マ
ン

が
語
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
チ
ベ
ッ
ト
の
取

材
奮
戦
記
で
あ
る
。

著
者
は
１
９
８
４
年
か
ら
広
大
な
ヒ

マ
ラ
ヤ

・
チ
ベ
ッ
ト
に
、
延
べ
２０
回
テ

レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
取
材

に
入
り
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
や
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
な
ど
５
本
の
登
山
番
組
を
は
じ

め
、
地
域
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
暮
ら
し
を
紹
介

す
る

「聖
山
カ
イ
ラ
ス
巡
礼
」
、
「地
球

大
紀
行
」
、
「ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

紀
行
」
な
ど
数
々
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組

の
映
像
を
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。

中
で
も
、
圧
巻
は
高
所
登
山
の
同
行

撮
影
で
あ
る
。
７
０
０
０
～
８
０
０
０

口川
の
高
所
で
の
行
動
は
、
極
限
に
近
く

厳
し
い
。生
と
死
の
は
ざ
ま
に
あ

っ
て
、

重
さ
１０
キ
ロ
の
カ
メ
ラ
を
駆
使
す
る
息
遣

い
は
荒
い
。

こ
れ
ら
の
番
組
の
企
画
や
取
材
に
あ

た
っ
て
は
、
本
会
や
本
会
会
員
の
協
力

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

本
書
は
八
つ
の
山
域
の
企
画
取
材
記

に
し
ぼ
ら
れ
、本
会
会
員
の
山
森
欣

一
、

重
広
恒
夫
、
田
部
井
淳
子
ら
諸
氏
の
名

前
が
見
え
る
。

山
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
著
者
が

４０
歳
を
過
ぎ
て
、
第

一
級
の
山
岳
カ
メ

ラ
マ
ン
に
変
身
す
る
経
緯
も
面
白
い
。

著
者
は
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
局
勤
務

で
、
本
会
の
宮
城
支
部
会
員
で
あ
る
。

（川
合
　
周
）

２
０
０
２
年
１
月
　
平
凡
社
発
行

２
９
３
ペ
ー
ジ
　
ー
７
０
０
円

図書 受入 報 告 (2002年2～ 3月 )

著 者      書   名                      ベージ 。大きさ 出版元    出版年 寄贈/購入別

根深誠      白神山地・四季のかがやき:世界遺産のブナ原生林     159pp/21cm JTB出 版事業局  2002  出版社寄贈

岳人編集部 (編)  山のメモ帖 (す ぐ役立つシリーズ)           21lpp/19cm 東京新聞出版局 2002  出版社寄贈
金澤康夫     住友の山と人                     113pp/21cm 日本山書の会  2002  著者寄贈
Deutsche Himalaya(ed。 )Nanga Parbat:Berg der Kameraden           184pp/22cm Roth&Co。    1939  WoHeichel氏寄贈
DoMoSatulowski   ln Firn und Fels der Siebentausender           481pp/20cm VEB F.A.Brockhaus 1963  W.Heichel氏 寄贈
NoM.Prshewalski  Hanhai‐ Von Kuldscha uber den Tianschan und zum Lob‐ nor   248pp/22CIn  B.lVolkseigener 1952  WoHeichel氏 寄贈
Hans Hartmann   Ziel Nanga Parbat                        96pp/21cln  ｀

Wilheln■ Limpert 1943  W.Heichel氏 寄贈
NoWoPreshewalski ln das Land der Wilden Kamele               339pp/22cm  VEB FoA.Brockhaus1954  W.Heichel氏寄贈
Peter Mierau    Die Deutsche Himalaa_Sti■ ung                248pp/21cΠ I  Bergverlag Rother 1999  W.Heichel氏 寄贈
米山孝志     日本百名山・えちご駒ケ岳 :山小屋つれづれ日記      88pp/20cm コマガタ    1997  著者寄贈
軍司秀峰     鳥海山への招待 :軍司秀峰写真集            205pp/22cm SPOONの 本   2002  著者寄贈
滑志田隆     風だより山形路 :現代やまがた側面記 [第3刷 ]      236pp/21cm 阿古耶書房   2002  著者寄贈
オデッセイ・エベレスト登山隊躙1(編)それぞれのエベレス ト:Odyssey Everest Expedition 2001 248pp/21cm オデッセイ・エベレスト登峨囲12002  発行者寄贈
川田哲ニ     エベレス ト61歳 の青春                 273pp/22cm ナカニシヤ出版  2002  著者寄贈
慶佐次盛一    北摂の山:西部編                   265pp/20cm ナカニシヤ出版  2002  出版社寄贈

井手孫六     荒川新発見                      167pp/21cm 東京新聞出版局 2002  出版社寄贈

鈴木欣司     首都圏野生の紳士録                  143pp/22cm 東京新聞出版局 2002  出版社寄贈
世界岳都都市会議(編)2001世界岳都都市会議REPORT(2001年 10月 7日 ～9日 )  128pp/30cm 2001世 界岳都都市会議 2002  発行者寄贈

佐々木民秀 (編)  韓国漢撃山・俗離山親善登山報告書 (2000。6/4～ 6/10)   55pp/26cm 日本山岳会秋田支部 2001  発行者寄贈

安藤忠夫     奥美濃がたり                     416pp/22cm 安藤忠夫 (私家版)2002  著者寄贈

∫WAF瀬戸内天山カシカール峰登山隊(編 )天山山脈科其略余ホ (カ シカール)峰初登頂の記      82pp/26cm 皿磁戸内天山カシカール幡山隊1994  発行者寄贈
出利葉義次 (編)  遥かなるチベット クーラカンリ:中 央峰0東峰初登頂の記録 191pp/30cm 東海大ヒマラヤま劃:委員会2002  発行者寄贈
深田久弥     百名山ふたたび(百名山紀行シリーズ No.1)      233pp/22cm 河出書房新社  2000  出版社寄贈
深田久弥     一日二日の百名山(百名山紀行シリーズ No。 2)     226pp/22cm 河出書房新社  2000  出版社寄贈

深田久弥     日本アルプス百名山紀行 (百名山紀行シリーズ No。 3)  230pp/22cm 河出書房新社  2000  出版社寄贈
田澤拓也     百名山の人 深田久弥伝                313pp/20cm TBSブ リタニカ 2002  著者寄贈

索文清 (編)    チベット研究文献目録 (中文0日 文)1945-1999      278pp/22cm 風響社     1999  購入
田部井淳子    花、木、自然に会いに はじめての山歩き         197pp/19cm 文化出版局   2002  出版社寄贈
デジタルデビジョン(編)遥かなセルカーク:南嶺会創立70周年記念カナディアン0ロ ッキー登山隊報告書 22pp/26cm 南嶺会:      2002  発行者寄贈
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田
澤
拓
也

・
著

『百
名
山
の
人
―
深
田
久
弥
伝
』

今
、
空
前
の
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
で

あ
る
。
こ
の
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
に
よ

っ
て
深
田
久
弥
の
名
は
不
朽
の
も
の
に

な
り
、
登
山
者
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
神

格
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
筆
者
は
こ
の
多
く

の
登
山
者
が
も

つ
深
田
久
弥
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
別
に
、
彼
の
日
常
生
活
、
彼
の

内
面
か
ら
そ
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

『日
本
百
名
山
』
が
い
か
に
し
て
生

ま
れ
た
か
、
そ
の
影
に
は
今
ま
で
公
に

で
き
な
か
っ
た

″
葛
藤
″
が
あ

っ
た
。

北
畠
八
穂
と
始
ま
る
作
家
と
し
て
の
二

人
三
脚
そ
し
て
確
執
、
山

へ
の
情
熱
、

■ヽ
「
り
に
初
恋
の
人
、
志
げ
子
夫
人
と
の

再
会
。
こ
れ
ら
に
ふ
れ
る
こ
と
は
暗
黙

の
タ
ブ
ー
で
す
ら
あ

っ
た
。
し
か
し
開

高
健
賞
に
輝
く
こ
の
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ

ン
作
家
は
、
タ
ブ
ー
に
勇
敢
に
挑
み
、

短
期
間
の
う
ち
に
膨
大
な
資
料
を
こ
な

し
、
多
く
の
関
係
者
に
精
力
的
に
取
材

し
、
見
事
に
深
田
久
弥
の
生
涯
、
人
間

と
し
て
の
実
像
を
描
き
出
す
の
に
成
功

し
て
い
る
。

読
者
に
よ

っ
て
は
深
田
久
弥
の
私
生

活
に
ま
ず
幻
滅
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
読
み
進
む
に
つ
れ
て

『日
本
百

名
山
』
に
至
る
ま
で
の
深
田
久
弥
の
本

当
の
偉
大
さ
に
感
銘
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
あ
と
が
き
に
あ
る
通
り
、

筆
者
は

「日
本

一
名
山
」
の
人
と
自
称

し
て
い
る
だ
け
に
、
登
山
は
素
人
の
よ

う
だ
。
そ
れ
だ
け
に
本
会
の
副
会
長
ま

で
務
め
上
げ
た
登
山
家
と
し
て
の
実
績

に
も
、
も
う
少
し
ふ
れ
て
欲
し
か
っ
た

と
も
思
う
。
が
し
か
し
、
人
を
惹
き
つ

け
て
や
ま
な
い
筆
力
は
、
さ
す
が
に
プ

ロ
作
家
で
あ
る
と
思
う
。
深
田
久
弥
研

究
の
上
で
は
、
必
読
の
名
著
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。　
　
　
　
　
（小
倉
　
厚
）

２
０
０
２
年
３
月
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ

ニ
カ
発
行
　
３
１
４
ペ
ー
ジ
　
ー
６

０
０
円

『口
ｍ
コ
Ｏ

ｍ
０
０
ｍ
』

」ｐ
一０
●
コ
く
ｏ
「０
一コ
０
』０
コ
「σ
Ｃ
Ｏ
ｒ
□
０
コ
Ｑ
］
ｍ
Ｏ

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
南
チ
ロ

ル
各
山
岳
会
の
合
同
年
会
報
。
旧
独
嶼

山
岳
会
の
年
会
報
Ｎ
の
言
∽
ｏ
〓
野
が
変
身

し
た
も
の
で
、
後
者
の
通
し
ナ
ン
バ
ー

で
い
え
ば
第
１
２
６
号
に
な
る
。
造
本

を
は
じ
め
変
身
ぶ
り
は
著
し
く
、
ま
ず

目
に
つ
く
の
は
ビ
ジ

ュ
ア
ル
で
カ
ラ
フ

ル
な
こ
と
。

内
容
も
登
山
界
の
現
状
を
反
映
し
て
、

わ
が

『山
岳
』
と
同
じ
く

「古
典
的
」

な
登
山
情
報
は
き
わ
め
て
少
な
い
、
と

い
う
か
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
最
終
章

の
１
９
９
９
／
２
０
０
０
年
の
登
山
ク

ロ
ニ
ッ
ク
の
題
は
な
ん
と

「無
駄
な
行

為

（あ
る
い
は
無
用
者
）
の
記
録
」
。
田

部
井
淳
子
さ
ん
の
ポ
ベ
ー
ダ
と
並
ん
で
、

１
９
２
４
年
の
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ

ン
と
ま
っ
た
く
同
じ
衣
服
と
装
備
で
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
に
挑
ん
だ
（登
頂
で
き
ず
）

ス
ペ
イ
ン
の
二
人
の
登
山
家
の
記
録
も

載

っ
て
い
る
。

例
年
の
付
録
地
図
特
集
は
ホ
ー
ホ
ケ

ー
ニ
ツ
ヒ

ｏ
ハ
ー
ゲ
ン
山
塊
。
そ
の
解

説
の
題
は

「欧
州
最
古
の
先
史
時
代
の

工
業
中
心
地
」
。
こ
の
あ
た
り
で
昔
か

ら
大
量
の
銅
が
採
れ
た
か
ら
だ
が
、
こ

と
ほ
ど
さ
よ
う
に
主
要
な
記
事
の
テ
ー

マ
は
、
ほ
と
ん
ど
歴
史
、
民
俗
、地
誌
、

科
学
、
美
術
、
文
学
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。総

じ
て
最
近
の

『”
国
戸
の
』
に
は
遊

び
感
覚
が
横
溢
し
て
い
て
、
ア
ウ
ト
ド

ア
に
対
す
る
日
配
り
も
広
く
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
や
カ
ヌ
ー
の
旅
も
ど
ん
ど

ん
取
り
上
げ
る
。

数
少
な
い
遠
征
報
告
で
は
、
極
地
が

こ
れ
か
ら
の
登
山
者
の
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（平
井
　
吉
夫
）

「山の本」春の新刊発売 !!

1970年 、 8千米峰の中で最難といわれたダウラギリ第 2

登に成功した著者が、61歳で憧れのエベレス トに挑む。

久山喜久雄 著 四六判 180頁  本体 1,900円

木曽御嶽の東麓、雄大な自然 と文化の脈打つ開田高原に

暮 らす人々の姿 と四季の移 ろいを綴る。

中野栄治 著 A5判  304頁  予価 2,800円

友ヶ島の序品窟か ら大和川の亀瀬までの葛城28品 の峰と経

塚を辿 り、修験道史料を実地検証 した山岳信仰の研究書。

カラコルム・ヒンズークシュ登山地図
〔付〕カラコルム・ヒンズークシュ山岳研究

A4変型判 上製美装ケース入 385ページ+B全判地図13葉

宮森常雄・雁部貞夫 共著

◎好評発売中!!定価 (本体33,000円 +税 )

川 A5 400円280頁

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京 都市左京区吉 田二本松 町 2
Tel.075-751-121l Fax.075-751-2665

://www. na ka n ish iya. co.j p/URL

(15)

エベ レスト 61

'20a2E- 5 tr
、刊行 予 定



山 684-2002・ 5・ 20(第二種郵便物認可)

凩

飩

隕

３
月
理
事
会

日
時
　
３
月
１３
日
ω
ｌ８
時
３０
分

～
２０
時
４５
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
芳
賀
、
長
尾
、

村
井
各
副
会
長
、
西
村
、
今
村
、坂
井
、

高
原
、
朴
元
、
藤
本
、
宮
下
、
松
原
、

鈴
木
、
黒
川
、
大
野
、
河
西
、
小
川
各

理
事
、
古
市
、
内
田
各
監
事
、
平
林
、

宇
田
川
、
宮
崎
、
鯵
坂
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
高
遠
、
中
村
、
烏
居
各
理
事

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１４
年
度
事
業
計
画

（案
）
お

よ
び
収
支
予
算

（案
）
に
つ
い
て

（西
村

ｏ
村
井
副
会
長
）

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
、
詳
細
に
検

討
さ
れ
た
結
果

一
部
追
加
、
改
正
が
あ

り
承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
本
案
件
議

事
録
の
文
部
科
学
省
提
出
に
あ
た
り
、

そ
の
署
名
人
を
今
村
千
秋
、
高
原
三
平

の
両
理
事
と
す
る
。
（承
認
）

２
　
細
則
改
正
に
つ
い
て

（そ
の
４
）

（西
村
）

役
員
改
選
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
平

成
１３
年
９

・
１０

・
Ｈ
月
度
理
事
会
で
継

続
審
議
、
Ｈ
月
評
議
員
会
、

１２
月
支
部

長
会
議
で
中
間
報
告
、
８
回
に
わ
た
る

会
長

・
副
会
長
経
験
者
、
評
議
員
ら
の

有
識
者
か
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。

●
改
正
案

（傍
線
部
が
改
正
個
所
）

《
改
正
後
》

第
７
条
　
定
款
第
１４
条
に
よ
る
理
事
の

選
挙
は
、
理
事
会
が
あ
ら
か
じ
め
評

議
員
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
そ

の
候
補
者
を
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

第
８
条

（据
え
置
き
）

《
現
行
》

第
７
条
　
定
款
第
１４
条
に
よ
る
理
事
お

よ
び
監
事
の
選
挙
は
、
そ
の
候
補
者

を
評
議
員
会
が
推
薦
す
る
も
の
と
す

る

。

第
８
条
　
定
款
第
１４
条
に
よ
る
会
長
お

よ
び
副
会
長
の
選
挙
は
、
そ
の
候
補

者
を
評
議
員
会
が
推
薦
す
る
も
の
と

す
る
。

●
改
正
理
由

第
７
条
は
、
従
来
の
慣
行
通
り
で
ス

ム
ー
ズ
に
運
ん
で
い
る
。
条
文
を
慣
行

に
合
わ
せ
た
。

第
８
条
は
、
細
則
改
正
を
検
討
し
た

が
、
会
長

・
副
会
長
候
補
者
推
薦
の
具

体
的
手
続
き
を
明
確
化
す
る
改
善
を
行

う
こ
と
で
、
今
回
据
え
置
く
。

●
そ
の
他

改
正
条
文
を
補
足
す
る
次
の
事
項
を

確
認
。

［候
補
者
推
薦
の
手
続
き
］

０
会
長

・
副
会
長

会
長

・
副
会
長
を
含
め
た
常
務
理
時

会
が
、
常
任
評
議
員
、会
長
経
験
者
、

前
副
会
長
の
意
見
を
求
め
、
次
期
候

補
者
の
素
案
を
作
成
す
る
。
会
長

・

副
会
長
の
候
補
者
を
評
議
員
会
が
総

会
に
推
薦
す
る
。

②
理
事

常
務
理
事
会
が
常
任
評
議
員
を
加
え

て
、
会
長

ｏ
副
会
長
の
意
向
と
委
員

会
担
当
理
事
の
意
見
と
を
集
約
し
て
、

次
期
候
補
者
の
素
案
を
作
成
。
そ
れ

を
理
事
会
に
諮
り
、
理
事
会
が
理
事

の
候
補
者
を
、
あ
ら
か
じ
め
評
議
員

会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
総
会
に

推
薦
す
る
。

［候
補
者
推
薦
の
手
続
き
］
は
、
会
報

『山
』
の
理
事
会
議
事
録
に
も
掲
載
。

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１

「２
０
０
２
国
際
山
岳
年
」
の
企
画

に
つ
い
て
　
　
　
（西
村

・
高
遠
代
理
）

国
際
山
岳
年
日
本
委
員
会
主
催
の
行

事
が
別
添
資
料
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

◇
フ
ォ
ー
ラ
ム

「我
ら
皆
、
山
の
民
―

私
た
ち
は
、
な
ぜ
山
に
ひ
か
れ
る
の

か
」
４
月
７
日
０
１０
時
よ
り
１７
時
ま

で
東
京

・
ウ
ィ
メ
ン
ズ

・
プ
ラ
ザ

・

ホ
ー
ル
に
て

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「日
本
の
山
を
と
り

も
ど
す

・
環
境
破
壊
と
活
性
化
」

（主
催
、
日
本
地
理
学
会
、
日
本
大

学
文
理
学
部
地
理
学
科
、
国
際
山
岳

年
日
本
委
員
会
）

４
月
１４
日
０
１０
時
よ
り
１７
時
３０
分
ま

で
日
本
大
学
文
理
学
部
に
て

◇
富
士
山
エ
コ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

「初
め

て
の
山
登
り
―
富
士
の
自
然
を
君
た

ち
へ
」

７
月
６
日
ω
～
７
日
０
富
士
山

（富

士
吉
田
市
、
富
士
宮
市
）
に
て

２
　
行
事
な
ど
の
参
加
報
告

（芳
賀
副
会
長
）

平
成
１４
年
２
月
１６
日
開
催
の
日
本
勤
　
ω

労
者
山
岳
連
盟
総
会
へ
出
席
し
た
。
新
　
Ｈ

会
長
に
守
屋
益
男
氏
が
就
任
。

３
　
資
料
使
用
、
名
義
後
援
許
可
願
い

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
村
）

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
加
賀
市
よ
り

「深
田
久
弥
生
誕
１
０

０
年
記
念
事
業

（平
成
１５
年
開
催
）」

へ
協
賛

ｏ
名
義
後
援
お
よ
び
チ
ラ
シ

の
同
封

②
池
田
町
立
美
術
館

（長
野
県
）
よ
り

「茨
本
猪
之
吉
展
」

（平
成
１４
年
１０

月
５
日
～
１２
月
８
日
）
へ
の
作
品
貸

出
し

（貸
出
し
期
間
は
３
月
７
日
～

１２
月
１７
日
）

③
長
野
朝
日
放
送
よ
り

「Ｊ
Ａ
発
信
州
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の
自
然
と
ロ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
４
　
北

ア
ル
プ
ス
山
麓
に
生
き
る
」
（２
月
２３

日
放
映
）
で
、
ウ

エ
ス
ト
ン
の
肖
像

の
写
っ
て
い
る
絵
葉
書
１
点
の
使
用

④
読
売
新
聞
社
よ
り

「山
の
ス
ケ
ッ
チ

展
」
へ
の
名
義
後
援
と
作
品
の
出
展

４
　
日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル
ム
踏
査

・

パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊
　
　
　
　
（坂
井
）

隊
長
に
ハ
リ
シ
ュ
・カ
パ
デ
ィ
ア
氏
、

副
隊
長
兼
登
山
隊
隊
長
に
坂
井
が
あ
た

る
。
現
在
最
終
計
画
書
を
作
成
中
。
未

だ
イ
ン
ド
政
府
よ
り
正
式
許
可
書
は
来

て
い
な
い
。

５
　
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

全
国
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
を
２

月
２３
、

２４
日
、
全
支
部
よ
り
２７
名
の
出

席
の
も
と
開
催
し
た
。
初
日
は
江
本
嘉

伸
氏
の
講
演

「国
際
山
岳
年
と
日
本
の

山
」
に
続
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「支
部

活
動
を
考
え
る
」
。
２
日
目
は
事
務
連

絡
、
支
部
運
営
の
問
題
点
な
ど
の
質
疑

応
答
、
交
流
を
図
っ
た
。

財
務
委
員
会

・
村
井
副
会
長
、
内
田
、

古
市
各
監
事

①
４
月
よ
り
２
月
末
ま
で
累
計
の
会
計

報
告
、会
費
未
納
者
リ
ス
ト
の
提
示
、

支
払
い
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

②
平
成
１３
年
度
の
収
支
予
定

（２
月
末

に
お
け
る
）
報
告
。
予
定
を
超
え
る

入
金
が
あ
っ
た
場
合
、
長
期
計
画
準

備
積
立
金
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
で
承

認
依
頼
が
あ
り
、
理
事
会
と
し
て
承

諾
し
た
。

③
ペ
イ
オ
フ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
財

務
委
員
会
で
行

っ
た
特
定
預
金
の
定

期
預
金
明
細

一
覧

（預
金
先
を
示
し

た
も
の
）
が
報
告
さ
れ
た
。

④
通
常
監
査
お
よ
び
世
界
岳
都
都
市
会

議
特
別
企
画
展
（資
料
委
員
会
）
、高

尾
の
森

（自
然
保
護
委
員
会
）
の
収

支
に
つ
い
て
個
別
監
査
を
３
月
６
日

に
実
施
、
特
に
問
題
の
な
か
っ
た
旨

の
報
告
が
内
田
、
古
市
両
監
事
よ
り

あ
っ
た
。

財
務
委
員
会

・
図
書
管
理
小
委
員
会

・

村
井
副
会
長

別
紙
に
よ
り
２
０
０
０
～
２
０
０
１

年
度
の
図
書
室
納
本
数
（雑
誌
は
除
く
）

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
。
（２
年
間

の
総
数
は
５
２
５
冊
、
う
ち
購
入
し
た

の
は
１５
冊
）

会
報
編
集
委
員
会

・
今
村

３
月
号
は

「創
立
１
０
０
周
年
企
画

に
つ
い
て
」
を
特
集
。

海
外
委
員
会

・
西
村

（中
村
代
理
）

在
日
ネ
パ
ー
ル
王
国
大
使
館
よ
り
別

添
に
示
す
通
り
、

６０
峰
に
つ
い
て
今
年

よ
り
向
こ
う
３
年
間
、
登
山
料
を
７５
％

減
額
、
な
い
し
は
廃
止
す
る
と
の
通
知

が
あ

っ
た
。
併
せ
て
関
係
者
へ
の
通
知

の
依
頼
も
あ

っ
た
。

自
然
保
護
委
員
会

・
河
西

①
高
尾
の
森
植
樹
祭
を
４
月
１４
日
に
行

う
案
内
が
あ
っ
た
。

②

「高
尾
の
森
」
通
信
５
号
刊
行
。

青
年
部
委
員
会

・
松
原

「き
り
ぎ
り
す
」
５
号
刊
行
の
案
内
。

６
　
そ
の
他

①
東
海
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
（西
村
）

知
的
障
害
者
登
山
を
ア
シ
ス
ト
し
た

話
が
、
中
日
新
聞
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た

（全
国
支
部
事
務
局
担
当

者
会
議
よ
り
）
。

②
山
本
正
嘉
氏
の
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

授
賞
記
念
パ
ー
テ
イ
ー
報
告
（藤
本
）

２
月
１７
日
、
芝
弥
生
会
館
に
お
い
て

８０
名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。治

郎
（６
９
１
７
）
０２

ｏ
３

・
５

三
郎
（９
５
９
８
）
０２

ｏ
３

ｏ
２１

■
△
7=

貝
異
動

中 中 川 式 山 退 田 岡 物
山 川 村  崎 会 中 建 故

英
雄

正
英旭

泰
助

昇
二

北
海
道

静
　
岡

北
海
道

岡
本

金
澤

村
上

秋
山

山
倉

山
家

三
谷

中
村

真
田

平
野

本
道

奥
山

本
城

西
村

紫
沼

斎
藤

本
庄

伊
藤

山序横
山

内
田

山
崎

石
塚

小
島

藤
井

福
山

石
井

新
井

安
藤

稲
田

英
治

常
夫

泰
賢

平
三

洋

一

安
保

忠
男

恵
二

匡
三

紀
子

重
徳

圭
口
一武立早

武
子

慶
子」具

裕
泰明

利
三

充
子勉

文
行

士
口
一
一

怜
二〕具

文
雄孝

京
子優

福
　
島

信

濃

宮
　
崎

京
　
都

信  岐  関 山東
　
海

北
海
道

宮
　
崎

福
　
岡

（４
０
３
８
）

（５
１
２
４
）

（６
０
２
８
）

（６
３
９
２
）

（６
５
１
９
）

（６
７
０
９
）

（６
７
９
５
）

（６
９
９
８
）

（７
３
０
５
）

（７
４
８
１
）

（８
６
４
３
）

（８
９
３
６
）

（８
９
８
１
）

（９
１
７
７
）

（９
５
６
８
）

（９
７
４
７
）

（９
７
９
４
）

（９
８
１
２
）

（９
８
４
７
）

（１
０
２
６
７
）

（１
０
３
７
９
）

（１
０
５
３
１
）

（１
０
６
９
６
）

（１
０
９
５
８
）

（１
１
１
２
４
）

（１
１
１
４
７
）

（１
１
３
０
４
）

（１
１
３
７
２
）

（１
１
３
９
３
）

（１
１
４
０
５
）

（１
１
４
９
５
）

（１
１
７
４
５
）

（１
２
８
２
５
）

（１
３
０
３
６
）

（１
３
４
２
９
）

山 熊

形 本

越 関

後 西西 形

(17)

濃   阜
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◆
第
５６
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

信
濃
支
部

今
年
は
陽
気
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

記
事
が
お
目
に
と
ま
る
頃
は
徳
本
峠
も

雪
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
初
夏
の
上
高
地

の
素
晴
ら
し
さ
は
い
つ
も
と
変
わ
り
な

く
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
恒
例
の
第
５６
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

に
は
、
斎
藤
前
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

ウ

エ
ス
ト
ン
碑
前
祭
で
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
６
月
１
日
０
　
徳
本
峠
越
え

（雨
天

中
止
）

集
合
　
安
曇
村
島
々
宿
徳
本
峠
入
口

受
付
　
５
時
　
出
発
６
時

◇
６
月
２
日
０
　
碑
前
祭

場
所
　
上
高
地
ウ
ェ
ス
ト
ン
広
場

式
典
　
１０
時

記
念
講
演
　
１０
時
５０
分

講
師
　
斎
藤
惇
生
氏

問

合

せ

　

百

瀬

寿

雄

（
ＴＥＬ

ｏ
Ⅲ

０

２

６

３

ｉ
３
３

‥
３
６
４
５
）
中
野

和
郎

（ＴＥＬ
・剛
０
２
６
３

‐
７

２
‥
３
３
４
５
）
ｅ
メ
ー
ル

く
∞
①
つ
ご
◎
ヨ
Ｘ
Ｎ
・”
く
一∽
ｂ
①
。」り

◆
第
２５
回
裏
妙
義
中
間
道
山
行つ

く
も
会

日
時
　
６
月
２
日
０

集
合
　
信
越
線
松
井
田
駅
改
札
９
時
５０

分

（高
崎
線
上
野
７
時
１６
分
発

―
高
崎
着
９
時
８
分

ｏ
９
時
１７

分
横
川
行
き
に
乗
り
換
え
松
井

田
着
９
時
４０
分
）

行
程
　
松
井
田
駅
―
タ
ク
シ
ー
で
石
門

入
り
口
（５０
分
）―
第
４
石
門

（２
時
間
１０
分
）―
妙
義
神
社

（バ
ス
４０
分
）―
上
州
富
岡
駅
―

高
崎
駅
（解
散
）

＊
時
間
が
あ
れ
ば
妙
義
神
社
近
く
の

「妙
義
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
も
み
じ
の
湯
」

で
汗
を
流
す
予
定
で
す
。

装
備
　
無
積
雪
期
装
備

食
糧
　
昼
食

・
行
動
食

地
図
　
２
万
５
千
図
　
松
井
田

・
南
軽

井
沢

申
込

．
５
月
２６
日
ま
で
に
氏
名

・
会
員

番
号
を
明
記
の
上
ハ
ガ
キ
か
電

話
で
吉
澤
平
治
宛

（〒
２
１
４

‥
０
０
３
４
　
川
崎
市
多
摩
区

三
田
３
‥
１
‥
２
‥
５
‥
３
０

ｌ
　
ＴＥＬ
ｏ凹
０
４
４
‥
９
３
３

‐
５
８
９
５
）

そ
の
他
　
第
１
石
門
か
ら
第
４
石
門
ま

で
鎖
場
が
連
続
し
ま
す
。

問
合
せ
　
士
口
澤
平
治
（携
帯
０
９
０

‥

４
９
２
９
‐
１
５
１
７
）渡
辺
泰
則
（携

帯
０
９
０
‐
７
２
７
３
‥
０
７
６
４
）

◆

「山
岳
写
真
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

い
よ
い
よ
夏
山
の
季
節
、
素
晴
ら
し

い
山
の
写
真
を
撮

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

撮
影
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
作
品
作
り
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
初

心
者
大
歓
迎
―

日
時
　
６
月
１３
日
囚
　
午
後
７
時

会
場
　
山
岳
会
集
会
室

会
費
　
資
料
代
５
０
０
円

講
師
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

◇
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ
る
解
説
。
講
評

も
し
ま
す
。
希
望
者
は
３５
ミリ
判
ポ
ジ

フ
イ
ル
ム

（ス
ラ
イ
ド
）
か
キ
ャ
ビ

ネ
サ
イ
ズ

（Ｌ
Ｌ
判
）
相
当
の
プ
リ

ン
ト
５
枚
程
度
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
は
当
日
。
た
だ
し
会
場
の
都

合
上
、

３０
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

◆
裏
岩
手
縦
走
　
　
　
　
　
９６
同
期
会

日
時
　
７
月
６
日
Ｏ

ｏ
７
日
０

山
名
　
三
ツ
石
山
、
大
深
岳
、
源
太
ヶ

岳
縦
走

行
程
　
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅

（バ
ス
）
―
松
川

温
泉
―
三
ツ
石
山
荘

（泊
）
―

三
ツ
石
山
―
大
深
岳
―
源
太
ヶ

岳
―
松
川
温
泉

（バ
ス
）
Ｉ
Ｊ

Ｒ
盛
岡
駅

＊
三
ツ
石
山
荘
は
管
理
人
な
し
、
シ
ュ

ラ
フ
持
参

申
込
　
６
月
３０
日
ま
で
に
電
話
で
遠
山

宛

（遠
山
元
信
肌
０
４
８
‥

７
７
１
‥
０
０
５
３

ｏ
及
川
迪

靖

ＴＥＬ
０
１
９

‐
６
３
８

‥
６

３
９
３
）

◆
５
周
年
記
念
山
行
　
　
　
９７
同
期
会

会
の
発
足
５
周
年
を
記
念
し
、
上
高

地

「山
研
」
集
中
登
山
お
よ
び
懇
親
会

を
計
画
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
鉤

期
日
　
９
月
７
日
０
～
９
日
の
　
　
　
　
は

行
程
　
①
徳
本
峠
コ
ー
ス

（６
日
夜
行

発
）
島
々
―
徳
本
峠
小
屋
（泊
）

―
‐上
高
地

②
蝶
ケ
岳

コ
ー
ス

（７
日
朝

発
）
豊
科
―
蝶
ケ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ

（泊
）
―
上
高
地

③
奥
穂
高
岳
コ
ー
ス
　
新
穂
高

温
泉
―
穂
高
岳
山
荘

（泊
）
―

前
穂
―
上
高
地

④

「山
研
」
直
行
の
場
合
は
８

日
ｍ
ｌ４
時
に
山
研
集
合
、
懇
親

会
と
宿
泊

会
費
　
９
千
円

（宿
泊
懇
親
会
費
用
）

申
込
　
６
月
末
ま
で
に
会
費
振
込
に
て

Snrw r cr{ t
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受
付
、
通
信
欄
に
希
望
コ
ー
ス

記
入
、
郵
便
振
込
で
貧
ｏ
ｏ
∞
ｏ

∞
ｏ
ω
Ｎ
ｏ
ｏ
∞
い
」＞
ｏ
９７
同
期
会

代
表
者
　
増
田
幸
雄
　
〒
１
５

４
‐
０
０
０
２
　
世
田
谷
区
下

馬
４
‐
１５
‐
８
）

問
合
せ
　
池
谷
健

（ＴＥＬ
０
４
２
‥
３
６

６
‥
２
４
８
５
）

ｅ
メ
ー
ル
　
バ
①
”
ド
ｏ
Ｏ
ｏ
◎
Ｑ
Ｎ
・

Ｑ
一〇
Ｄ
・コ
①
こ
り

◆
山
本
茂
富
個
展

「
四
季
」

日
本
の
四
季
を
彩
る
風
物
を
、油
彩
・

水
彩
で
表
現
。

日
時
　
５
月
２８
日
の
～
６
月
２
日
０

Ｈ
時
か
ら
１９
時

（最
終
日
は
１８

時
３０
分
ま
で
）

場
所
　
竹
川
画
廊

中
央
区
銀
座
７
‐
７
‥
７
　
ＴＥＬ

０

３

‥

３

５

７

１

‥

０

３

２

０

問
合
せ
　
山
本
茂
富

（肌
０
４
９
‥
２

５
９

‥
６
７
０
８
）

〓
洋
り
一＼＼ヨ
ヨ
ヨ
・〓
ω
・Ｑ
一〇
Ｄ
ｏ”
①

。」υ
＼
‥
そ
一”
σ
一σ
〓
〇
＼

◆
山
里
寿
男
個
展

「空
翔
け
る
旅
」

―
山
な
み
巡
礼

・
古
塔
陰
翡

日
時
　
６
月
１６
日
ω
～
２２
日
０

Ｈ
時
か
ら
１９
時

（最
終
日
は
１７

時
ま
で
）

会
場
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
ム
サ
シ

中
央
区
銀
座
１
‥
９

‐
ｌ
　
ＴＥ

０

３

‥

３

５

６

４

１

６

３

４

８

問
合
せ
　
山
里
寿
男

（ＴＥＬ
０
２
６
１
‥

７
２
‐
５
３
５
７
）

◆
２
０
０
２
年
日
本
山
岳
画
協
会
展

山
を
愛
し
、
描
き
続
け
る
洋
画
家
１６

名
に
よ
る
、
山
を
主
題
と
し
た
作
品
約

３５
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
１
日
側
～
７
日
０

Ｈ
時
か
ら
１８
時
３０
分

（最
終
日

は
１７
時
ま
で
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
央
区
銀
座
４
‥
１
０
ｌ
　
ＴＥ

０

３

‥

３

５

６

７

１

１

６

７

１

問
合
せ
　
牧
潤

一

（ＴＥＬ
０
４
９

‥
２
６

４

‥
７
３
６
９
）

＊
入
場
無
料

Ｅ
■
■
□
目

３

月

２

日

４

日

５

日

６

日

７

日

高
所
登
山
研
究
委
員
会
　
会
報

編
集
委
員
会

総
務
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員

〈バ自
然
保
護
委
員
会
　
集
会
委
員

会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク

ラ
ブ

財
務
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ

ブ
　
山
の
自
然
学
研
究
会

ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ

Ｈ

日

９７
同
期
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

ニ
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

科
学
委
員
会
　
学
生
部
　
山
の

自
然
学
研
究
会

サ
ン
燦
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会
学

生
部

百
年
史
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ

デ
オ
委
員
会
　
００
会

山
研
運
営
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
小
委
員
会
　
長
期
改
善

計
画
策
定
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
　
三

水
会

評
議
員
会

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

自
然
保
護
委
員
会
　
集
会
委
員

会
　
９５
同
期
会

学
生
部

青
年
部
　
９６
同
期
会
　
９８
同
期

会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
　
　
　
　
３
月
来
室
者
６０８
人

１２

日

１９

日

２０

日
■
訂
正
　
４
月

（６
８
３
）
号
８
ペ
ー

ジ
４
段
３０
行
、
執
筆
者
の
名
前
関
口
貞

亨
は
関
塚
貞
亨
氏
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

28 27
日 日

26 25 23
日 日 日

18 16
日 日

14 13
日 日

¨
編
集
後
記
¨

●
今
年
は
各
地
と
も
残
雪
が
少
な
く
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
登
山
は
、
若

干
拍
子
ぬ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
４
月
末
に
山
形
蔵
王
を
見
ま

し
た
が
雪
が
少
な
く
驚
き
ま
し
た
。
し

か
し
天
候
は
各
地
と
も
ま
―
ま
―
恵
ま

れ
た
よ
う
で
、
新
緑
の
中
、
思
い
思
い

の
山
を
楽
し
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
会
報
の
編
集
実
務
は
今
月
号
か
ら
新

し
く
加
計
千
穂
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
小
生
共
々
新
人
で
す
の
で
、

色
々
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
原
稿

は
で
き
れ
ば
会
報
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
”

（」”
ｏ
井
”
一コ
ｏ
◎

，
ｏ
ｏｏ
ユ
υ
）
に
送
信
し
　
＜

て
い
た
だ
け
る
と
、
編
集
が
助
か
り
ま

す
。
支
部
報
に
掲
載
さ
れ
た
海
外
登
山

報
告
や
、東
西
南
北
向
き
の
原
稿
な
ど
、

写
真
つ
き
の
投
稿
歓
迎
で
す
。

（今
村
　
千
秋
）
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